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初
め
に
、
日
本
経
済
の
現
状
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
が
、
内
閣
府
が
発
表
し
た
２

月
の
月
例
経
済
報
告
に
よ
り
ま
す
と
、「
景

気
は
、
一
部
に
足
踏
み
が
残
る
も
の
の
、

緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
」
と
し
、
先
行

き
に
つ
い
て
は
、「
雇
用
・
所
得
環
境
が

改
善
す
る
下
で
、
各
種
政
策
の
効
果
も

あ
っ
て
、
緩
や
か
な
回
復
が
続
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
欧
米
に
お
け
る

高
い
金
利
水
準
の
継
続
や
中
国
に
お
け
る

不
動
産
市
場
の
停
滞
の
継
続
に
伴
う
影
響

な
ど
、
海
外
景
気
の
下
振
れ
が
我
が
国
の

景
気
を
下
押
し
す
る
リ
ス
ク
と
な
っ
て
い

る
」と
の
基
調
判
断
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

国
に
お
け
る
、
令
和
７
年
度
の
予
算
編

成
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し

て
、
我
が
国
経
済
は
、
６
０
０
兆
円
超
の

名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
33
年
ぶ
り
の
高
い
水
準
と

な
っ
た
賃
上
げ
を
実
現
し
、
成
長
と
分
配

の
好
循
環
は
、
動
き
始
め
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
長
き
に
わ
た
っ
た
コ
ス
ト

カ
ッ
ト
型
経
済
か
ら
脱
却
し
、
デ
フ
レ
に

後
戻
り
せ
ず
、「
賃
上
げ
と
投
資
が
牽
引

す
る
成
長
型
経
済
」
に
移
行
で
き
る
か
の

分
岐
点
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
令
和
７
年
度
予
算
は
、
令
和
６
年
度

補
正
予
算
と
一
体
と
し
て
、「
経
済
財
政

運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
４
」
に

沿
っ
て
、
物
価
上
昇
を
上
回
る
賃
金
上
昇

の
普
及
・
定
着
、地
方
創
生
２
・
０
の
起
動
、

官
民
連
携
に
よ
る
投
資
の
拡
大
、
防
災
・

減
災
お
よ
び
国
土
強
靭
化
、
防
衛
力
の
抜

本
的
強
化
を
始
め
と
す
る
我
が
国
を
取
り

巻
く
外
交
・
安
全
保
障
環
境
の
変
化
へ
の

対
応
、
充
実
し
た
少
子
化
・
こ
ど
も
政
策

の
着
実
な
実
施
な
ど
、
重
要
政
策
課
題
に

必
要
な
予
算
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
メ
リ
ハ
リ
の
効
い
た
予
算
編
成
を
行

う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
本
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
。
令
和
５
年
度
一
般
会
計
決
算

は
、
町
民
税
増
収
の
影
響
に
よ
り
過
去
最

大
級
と
な
っ
た
令
和
４
年
度
決
算
額
に
対

し
、
歳
入
歳
出
と
も
大
幅
な
減
額
と
な
り

歳
入
不
足
を
補
う
た
め
財
政
調
整
基
金
を

13
億
円
取
り
崩
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
年
度
へ
の
繰
越
財
源
を
差
し
引
い
た

実
質
収
支
額
は
約
４
億
円
の
黒
字
、
経
常

収
支
比
率
は
前
年
度
の
町
民
税
増
収
に
よ

り
町
税
や
普
通
交
付
税
が
大
幅
に
減
少

し
、
48
・
３
％
増
の
１
１
５
・
５
％
と
な

り
財
政
構
造
の
弾
力
性
が
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
な
ど
、
決
し
て
財
政
に
余
力
が
あ
る
状

況
で
は
な
い
と
言
え
ま
す
。

　

一
方
、
財
政
の
健
全
性
を
示
す
４
つ
の

指
標
で
あ
る
「
実
質
赤
字
比
率
」「
連
結

実
質
赤
字
比
率
」「
実
質
公
債
費
比
率
」

お
よ
び
「
将
来
負
担
比
率
」
は
い
ず
れ
も

早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
お
り
、
本

町
の
財
政
状
況
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
も

の
の
、
財
政
の
健
全
性
は
維
持
さ
れ
て
い

る
状
態
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て
は
、

令
和
５
年
度
末
で
約
84
億
３
９
０
０
万
円

と
県
内
で
も
屈
指
の
残
高
保
有
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
令
和
６
年
度
の
現
予
算
に
お

け
る
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
は
13
億
円
強

で
あ
り
、
今
後
同
規
模
の
取
崩
し
が
続
け

ば
予
算
編
成
を
行
う
余
力
が
少
な
く
な
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

自
主
財
源
に
乏
し
い
本
町
で
す
の
で
、

災
害
対
応
や
今
後
見
込
ま
れ
る
財
政
需
要

へ
の
備
え
と
し
て
、
一
定
の
水
準
が
維
持

さ
れ
る
よ
う
調
整
し
な
が
ら
の
活
用
が
重

要
と
な
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
の
見
通
し
と
し
て
、
歳
入

面
で
は
、
予
算
の
大
部
分
を
担
う
地
方
交

付
税
は
、
総
務
省
の
予
算
概
算
要
求
で
は

前
年
度
比
１
・
７
％
増
と
算
定
し
て
い
る

こ
と
か
ら
令
和
６
年
度
相
当
程
度
の
交
付

額
は
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
令
和
７
年
度
実

施
の
国
勢
調
査
の
人
口
は
減
少
が
予
測
さ

れ
、
人
口
減
少
対
策
に
か
か
る
急
減
緩
和

措
置
等
を
考
慮
し
て
も
令
和
８
年
度
以
降

の
交
付
額
の
増
加
を
見
込
む
こ
と
は
難
し

い
状
況
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

歳
出
面
で
は
、
維
持
補
修
費
や
人
件
費

の
増
加
、
更
な
る
物
価
高
騰
の
影
響
が
長

期
化
し
先
行
き
を
見
通
す
こ
と
が
困
難
な

状
況
で
あ
り
大
変
厳
し
い
財
政
運
営
が
続

く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
本
町
財
政
状
況
の
中
、
住
民

生
活
の
向
上
に
資
す
る
取
り
組
み
や
未
来

を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
意
欲
的
な

施
策
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
進
め
る
こ
と

と
し
、
財
源
不
足
の
慢
性
化
を
招
か
な
い

令
和
７
年
度 

町
長
施
政
方
針

　

令
和
７
年
３
月
町
議
会
定
例
会
に
お
け
る
町
長
の
施
政
方
針
を
要
約
し
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

周防大島町長
藤本　淨孝
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た
め
、
事
務
事
業
の
選
択
と
集
中
、
新
た

な
歳
入
の
確
保
と
支
出
す
べ
き
歳
出
の
見

極
め
を
行
い
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め

る
と
伴
に
本
町
の
重
点
政
策
で
あ
る
「
安

心
・
安
全
づ
く
り
」「
元
気
づ
く
り
」「
未

来
の
基
盤
づ
く
り
」
の
三
つ
の
取
り
組
み

を
加
速
化
し
、「
周
防
大
島
が
い
ち
ば
ん
」

と
町
民
の
皆
さ
ん
に
実
感
し
て
も
ら
え
る

よ
う
着
実
に
各
種
事
業
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

１
番
目
は
、
ま
ち
の
「
安
心
・
安
全
づ

く
り
」
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
生
命
や
暮
ら
し
を
守
る
こ
と

は
、自
治
体
の
最
も
重
要
な
責
務
で
あ
り
、

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
津
波
、
大
雨
に

よ
る
土
砂
災
害
な
ど
の
自
然
災
害
や
交
通

事
故
、
火
災
、
犯
罪
な
ど
へ
の
対
策
を
関

係
機
関
や
自
主
防
災
組
織
、
自
治
会
等
の

団
体
と
緊
密
に
連
携
し
、
本
町
で
ど
の
よ

う
な
災
害
が
起
き
よ
う
と
も
、
一
人
の
犠

牲
者
も
出
さ
な
い
こ
と
を
第
一
に
防
災
対

策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進

展
、
公
共
交
通
対
策
、
環
境
問
題
や
空
家

空
地
対
策
、
複
雑
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
な
ど
本
町
を
取
り
巻
く
課
題

は
山
積
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
多
く
の
課
題

の
解
決
に
む
け
議
会
並
び
に
町
民
の
皆
様

か
ら
の
建
設
的
な
意
見
を
し
っ
か
り
聞
き

町
の
施
策
等
に
継
続
し
て
反
映
さ
せ
、
ま

ち
の
「
安
心
・
安
全
づ
く
り
」
に
取
り
組

ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　　

２
番
目
は
、
ま
ち
の
「
元
気
づ
く
り
」

に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

明
日
の
地
域
を
担
う
の
は
人
で
あ
り
、

町
政
の
大
き
な
柱
と
し
て
島
の
未
来
を
担

う
人
材
育
成
の
た
め
に
、
少
子
化
対
策
、

子
育
て
、
教
育
環
境
の
充
実
な
ど
、
更
な

る
施
策
を
講
じ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

同
時
に
、
地
域
の
活
力
源
は
産
業
で
あ

り
、
島
の
強
み
を
生
か
し
た
観
光
力
の
強

化
や
強
い
農
林
水
産
業
の
育
成
、
地
元
企

業
の
創
業
・
起
業
・
円
滑
な
事
業
継
承
や

定
住
対
策
な
ど
を
果
敢
に
進
め
地
域
を
活

性
化
さ
せ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

最
後
に
、町
の
「
未
来
の
基
盤
づ
く
り
」

に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
町
が
抱
え
る
多
く
の
課
題
を
直
視

し
、
町
の
組
織
、
機
構
な
ど
に
つ
い
て
は
、

そ
の
時
代
の
社
会
情
勢
に
あ
っ
た
体
制
を

構
築
し
て
い
く
と
と
も
に
、
暮
ら
し
や
産

業
の
基
盤
と
な
る
交
通
基
盤
の
確
保
と
利

便
性
の
向
上
、
防
災
・
防
犯
対
策
、
医
療

介
護
福
祉
の
充
実
、
産
業
の
振
興
、
環
境

問
題
な
ど
本
町
が
直
面
す
る
多
く
の
課
題

を
克
服
す
る
た
め
に
多
く
の
方
か
ら
の
意

見
を
聞
く
と
伴
に
、
国
・
県
と
の
連
携
を

強
化
し
、
町
の
未
来
に
向
け
た
基
盤
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
令
和
７
年
度

に
各
分
野
に
お
い
て
新
規
事
業
と
し
て
23

事
業
と
拡
充
事
業
14
事
業
を
計
画
し
、
継

続
事
業
に
お
い
て
も
し
っ
か
り
と
取
り
組

む
こ
と
で
、
本
町
の
未
来
に
つ
な
が
る
基

盤
が
築
け
、
町
民
の
皆
さ
ま
や
事
業
者
の

方
々
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
後
押
し
が
で
き
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
が
抱
え
る
地
域
課
題
は
さ
ま
ざ
ま

ご
ざ
い
ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
「
周

防
大
島
が
い
ち
ば
ん
」
と
実
感
し
て
い
た

だ
け
る
「
町
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
引

き
続
き
、
職
員
と
と
も
に
全
力
か
つ
夢
を

持
っ
て
町
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る

覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
町
議
会
を
は

じ
め
、関
係
各
位
の
な
お
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
何
卒
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

安
心
・
安
全
づ
く
り

３
つ 

の 

重 

点 

政 

策
 

元
気
づ
く
り

未
来
の
基
盤
づ
く
り

　令和４年度から、米空母艦載機部隊の配備により住民生活の安定に及ぼす影響が増大する市町村に対し、公
共施設の整備、住民生活の利便性向上や産業の振興に寄与する事業を対象に、国から米空母艦載機部隊配備特
別交付金が交付されています。周防大島町には令和６年度に 1億 5,608 万７千円が交付され、次の事業を実施
しました。

米空母艦載機部隊配備特別交付金で事業を実施しました

防災に関する事業　　　　
 ・三蒲漁港施設整備事業（工事・家屋調査）

4,001 万 7 千円
 ・三蒲漁港施設整備事業（内水対策工事）　

415 万 1千円
 ・漁港高潮対策整備事業（油宇地区）　　　466 万円

福祉の増進及び医療の確保に関する事業
 ・ちびっ子医療費助成事業基金積立

7,095 万 9 千円

教育、スポーツ及び文化の振興に関する事業
 ・観光振興事業助成事業基金積立       3,630 万円
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　平成 29 年度に周防大島町教育委員会が示した中学校統合方針では、「平成 33 年（令和３年）４月に第１段階統
合として、久賀中学校を整備し、久賀中学校、東和中学校及び安下庄中学校を統合し統合中学校（周防大島中学校（仮
称））を開校します。平成 40 年（令和 10 年）４月に第２段階統合として大島中学校を合わせて、町内の中学校を
１校とします」と定めており、第１段階統合として、令和３年４月１日に周防大島中学校が開校しました。第２段
階統合については、「社会情勢の変化や保護者・地域の声に配慮しながら進める」という付帯事項を鑑み、保護者、
教職員、学校運営協議会委員、児童に対して、中学校の第２段階統合について、アンケート調査を実施しました。
　また、小学校においては、現在統合の予定はありませんが、小学校の将来像について併せて調査しましたので、
この調査結果の主なものについてお知らせします。

調査の概要
実施期間　令和６年 12 月
対　　象　 令和 10 年４月またはそれ以降において、

第２段階統合の対象年齢となる小学校５年
生から１年生までの児童と未就学児を持つ
保護者、小中学校教職員、学校運営協議会
委員、小学校（４，５年生）児童

回収結果
区分 配布数 回収数 回収率

小学生・未就学児保護者 331 209 63.1％

小中学校教職員 116 106 91.4％

学校運営協議会委員 84 62 73.8％

小学校児童 116 112 96.6％

合　　計 647 489 75.6%

小学生・未就学児保護者、小中学校教職員、小学校児童で「統合しない方が良い」が最も高くなっている。

小学生・未就学児保護者、小学校児童では「統合しない方が良い」、小学校教職員では「時期尚早である」、学
校運営協議会委員では「統合はやむを得ない」「統合しない方が良い」が最も高くなっている。

　なお、詳細はホームページへ掲載していますのでご確認ください。今後、この調査結果を踏まえた上で、
教育委員会が中心となり関係機関と協議しながら統合の進め方について検討してまいります。
問い合わせ　教育委員会 総務課　☎ 0820-78-0700

0 20 40 60 80 100%

0 20 40 60 80 100%

小学生・未就学児保護者（209 人）

統合した方がよい
（した方がよい）

⑴中学校の２段階統合について

小中学校教職員（106 人）

学校運営協議会委員（62 人）

小学校児童（112 人）

統合はやむを得ない
（仕方ない）

時期尚早である
（まだ早い）

統合しない方が良い
（しない方が良い）

その他 無回答

0 20 40 60 80 100%

0 20 40 60 80 100%

小学生・未就学児保護者（209 人）

⑵小学校の在り方について

小学校教職員（78 人）

小学校学校運営協議会委員（46 人）

小学校児童（112 人）

統合した方がよい
（他の学校と一緒
になる方が良い）

統合はやむを得ない
（他の学校と一緒に
なるのは仕方ない）

時期尚早である
（他の学校と一緒に
なるのはまだ早い）

統合しない方が良い
（他の学校と一緒に
ならない方が良い）

その他 無回答

14.4 32.1 7.2 43.5

4.7 22.6％ 32.1 34.0 6.6

17.7 37.1 11.3 25.8 3.24.8

30.4 11.6 17.9 35.7

13.4 21.1 11.0 47.4 5.3

25.63.8 30.832.1 7.7

15.2 30.4 17.4 30.4 6.5

26.8 13.4 22.3 37.5



5 広報すおう大島 令和７年 ( 2025 年 ) ４月号

問い合わせ　福祉課 こども家庭班　こども家庭センター　☎ 0820-77-5508

「周防大島町こども家庭センター」を開設しました！
　４月から福祉課（たちばなケアプラザ内）に開設した「周防大島町こども家庭センター」は、すべての妊産婦・
子育て世帯・子どもが気軽に相談できる相談支援窓口です。
　従来の子育て世代包括支援センターOhana（母子保健）と子ども家庭総合支援拠点【家庭児童相談室】（児
童福祉）の機能を統合し、妊娠・出産・子育てに関する相談にワンストップで対応していきます。
　また、保育園や子育て支援センター、医療機関、教育機関などの関係機関と連携し、地域ぐるみで子ども
たちの健やかな成長と充実した子育てを応援します！

・妊婦、出産に関する相談
・母子健康手帳の交付
・幼児健診の実施

・子どもや家庭に関する相談
・ひとり親に関する相談

など

➡

ひとりで悩まず、お気軽にご相談ください！

➡ ➡➡

　

周
防
大
島
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー

ル
の
温
水
化
工
事
が
完
成
し
、
５
月
３
日
㈯

㈷
午
後
１
時
か
ら
利
用
を
開
始
し
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
当
日
は
無
料
で
開
放
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ま
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
是
非
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

温
水
プ
ー
ル
に
つ
い
て 

所
在
地　

　

周
防
大
島
町
西
三
蒲
１
６
９
５　
　
　
　

　
（
国
道
４
３
７
号
線
沿
い
）

開
館
期
間
（
令
和
７
年
度
）

　

５
月
３
日
～
10
月
31
日

開
館
時
間　

　

午
後
１
時
30
分
～
８
時
30
分

休
館
日　

　

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
そ
の

翌
日
）

利
用
料
金

　

中
学
生
以
下
２
０
０
円
、
高
校
生
以
上

４
０
０
円
（
た
だ
し
、
町
外
居
住
者
は
倍
額
）

利
用
案
内

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
、
一
般
利
用
コ
ー

ス
、
競
泳
コ
ー
ス
等
、
利
用
の
仕
方
に
あ
わ

せ
て
レ
ー
ン
を
分
け
て
い
ま
す
の
で
、
ど
な

た
で
も
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

　

社
会
教
育
課 

社
会
教
育
班

　

☎
０
８
２
０
（
78
）
２
２
０
５

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

が
温
水
プ
ー
ル
に
な
り
ま
し
た

妊産婦 子育て世帯 子ども

こども家庭センター

相談内容によって、さまざまなサービスや事業等につなぎ支援します

産後ケア 家事支援　など
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■一般会計・特別会計予算
会　計　名 予　算　額

一 般 会 計 154 億 2,500 万円

国民健康保険事業
特 別 会 計 26 億 2,472 万円

後期高齢者医療事業
特 別 会 計 5億　527 万円

介 護 保 険 事 業
特 別 会 計 31 億 8,904 万円

渡船事業特別会計 1億 5,435 万円

合　　計 218 億 9,838 万円

■企業会計
○下水道事業特別会計予算
収 益 的 収 入 13 億 2,477 万円

収 益 的 支 出 11 億 1,471 万円

資 本 的 収 入 17 億 3,484 万円

資 本 的 支 出 20 億 6,787 万円

○病院事業特別会計予算
収 益 的 収 入 41 億 7,682 万円

収 益 的 支 出 47 億　117 万円

資 本 的 収 入 5億 1,107 万円

資 本 的 支 出 11 億 4,636 万円

※ 水道事業特別会計は、令和７年度から水
道事業の経営統合により柳井地域広域水
道企業団に予算計上となるため、除外し
ています。

　長期化する物価高騰、人件費の上昇、金利上昇のほか、公共施設等の改修・更新等、避けることができない財政
需要もあり、例年にない経常的な経費の増加が見込まれる中、さらにゼロカーボンシティの実現やＤＸの推進など
社会的な要請の高い課題への対応も進めていく必要がある一方、歳入における自主財源の増加は見込まれない困難
な状況下、国の補助金や米空母艦載機部隊配備特別交付金等を有効的に活用し、限られた財源を健全財政の維持と
各分野のバランスに十分留意しながら、周防大島の「安心・安全づくり」「元気づくり」「未来の基盤づくり」につ
ながるよう、令和７年度の予算編成を行いました。
　厳しい財政状況の中、本年度も 150 億円を超える予算規模となりましたが、新規事業にも取り組みながら、総
合計画に掲げる「人と自然が響きあう、笑顔あふれる安心のまち、周防大島」の実現に取り組んでいきます。

歳　出

歳　入

令和７年度　当初予算

人件費　
20 億 6,630 万円
（13.4％）

公債費　
18 億 2,159 万円
（11.8％）

扶助費　
17億 5,929 万円
（11.4％）

普通建設事業費
19 億 5,983 万円
（12.7％）

災害復旧事業費  4 万円（0.0％）

物件費　
29 億 2,368 万円
（19.0％）維持補修費

1,500 万円
（0.1％）

補助費等　
34 億 2,131 万円
（22.2％）

投資・出資金
310 万円（0.0％）

繰出金　
13億 8,229 万円
（9.0％）

予備費 3,000 万円（0.2％）

町税　
12億
8,304 万円
（8.3％）

分担金・負担金
4,153 万円（0.3％）

使用料・手数料　
1億 7,639 万円（1.1％）

その他（自主財源）
繰越金・諸収入など　
23億 2,611 万円（15.1％）

地方交付税　
74 億 3,000 万円
（48.2％）

国庫支出金　
13 億 295 万円
（8.4％）

町債　
14 億 6,790 万円
（9.5％）

県支出金　
8億 7,459 万円（5.7％）

その他（依存財源）
地方消費税交付金など
5億 2,249 万円（3.4％）

自主財源  24.8％

依存財源 75.2％

今年度の一般会計予算額

154 億 2,500 万円

貸付金　134 万円（0.0％）

積立金
4,123 万円
（0.2％）
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■基金の状況
区　　分 令和５年度末現在高 令和６年度末現在高（見込） 令和７年度末現在高（見込）

一般会計 118 億 5,252万円 115 億 9,579 万円 99 億 4,938 万円

財政調整基金 84 億 3,881 万円 75 億 9,069 万円 61 億 6,671 万円

減債基金 6億 4,654 万円 6億 9,075 万円 6億 9,113 万円

中山間ふるさと・水と土保全対策基金 3,113 万円 3,113 万円 3,113 万円

まち・ひと・しごと創生基金 1億　907 万円 8,998 万円 6,830 万円

県収入証紙購入基金 300 万円 300 万円 300 万円

奨学資金貸付基金 1,001 万円 1,002 万円 1,003 万円

土地開発基金 2億 7,093 万円 2億 7,098 万円 2億 7,102 万円

ちびっ子医療費助成事業基金 7,445 万円 1億 1,939 万円 9,302 万円

観光振興事業助成基金 4,076 万円 5,190 万円 3,793 万円

福祉医療費一部負担金助成事業基金 5,265 万円 4,278 万円 3,259 万円

ふるさと応援基金 1億 9,158 万円 1億 7,924 万円 1億 7,151 万円

ＣＡＴＶ加入促進事業基金 1,665 万円 1,501 万円 1,364 万円

外国語活動推進事業基金 4,593 万円 2,881 万円 1,984 万円

周防大島高等学校通学支援費給付基金 2,847 万円 2,499 万円 2,151 万円

福祉振興基金 2億 3,633 万円 2億 2,299 万円 　2億　944 万円

合併地域振興基金 14 億 4,179 万円 20 億 7,760 万円 20 億 1,984 万円

森林環境整備基金 1,312 万円 2,073 万円 1,320 万円

学校給食費無償化事業基金 1億 4,130 万円 8,574 万円 5,541 万円

医療確保対策事業基金 6,000 万円 4,006 万円 2,013 万円

特別会計 9 億 3,964 万円 10 億 3,122 万円 9 億 1,328 万円

国民健康保険基金 6億 5,249 万円 7億 1,666 万円 6億 7,655 万円

介護給付費準備基金 2億 8,715 万円 3億 1,456 万円 2億 3,673 万円

合　　計 127 億 9,216 万円 126 億 2,701 万円 108 億 6226 万円

■地方債の状況
区　　分 令和５年度末現在高 令和６年度末現在高（見込） 令和７年度末現在高（見込）

一般会計 151 億 3,935 万円 161 億 5,561 万円 159 億　464 万円

特別会計 117 億 3,239 万円 114 億 4,080 万円 121 億 1,324 万円

渡船事業特別会計 2,393 万円 3,574 万円 8,575 万円

下水道事業特別会計 69 億 8,843 万円 72 億　825 万円 79 億 7,105 万円

病院事業特別会計 47 億 2,003 万円 41 億 9,681 万円 40 億 5,644 万円

合　　計 268 億 7,174 万円 275 億 9,641 万円 280 億 1,788 万円

※ 令和７年度に実施する新規・拡充事業については、「まちの予算」と題して、随時広報紙にて紹介していきます。



8広報すおう大島 令和７年 ( 2025 年 ) ４月号

【
部
長
級
】

▼
議
会
事
務
局
長

　

岡
原　

伸
二
（
財
務
課
長
）

▼
会
計
管
理
者

　

宮
崎
由
紀
子
（
税
務
課
長
）

▼
総
務
部
長

　

木
谷　
　

学 

（
教
育
委
員
会 

教

育
次
長
）

▼
産
業
建
設
環
境
部
長

　

松
村　
　

浩 （
統
括
総
合
支
所
長

兼
大
島
総
合
支
所
長
）

▼
統
括
総
合
支
所
長
兼
大
島
総
合

支
所
長

　

辻
田　

建
一
（
農
林
水
産
課
長
）

▼
教
育
委
員
会 

教
育
次
長

　

中
原　

藤
雄
（
政
策
企
画
課
長
）

▼
下
水
道
部
長
兼
下
水
道
課
長 

　

藤
本　

倫
夫
（
上
下
水
道
部
長
）

▼
総
務
部
付
け
部
長
（
柳
井
地
域

広
域
水
道
企
業
団
派
遣
）

　

信
本　

健
治
（
水
道
課
長
）

【
課
長
級
】

▼
会
計
課
長
兼
出
納
班
長

　

温
品　

陽
子（
会
計
課
出
納
班
長
）

▼
政
策
企
画
課
長

　

堀
脇　

国
輝
（
商
工
観
光
課
公

共
施
設
管
理
班
長
）

▼
財
政
課
長

　

今
尾　

勝
則（
財
務
課
財
政
班
長
）

▼
税
務
課
長

　

山
根　

一
夫
（
教
育
委
員
会 

社

会
教
育
課
長
）

▼ 
空
家
定
住
対
策
課
長

　

神
戸　

和
雅
（
介
護
保
険
課
長
）

▼
介
護
保
険
課
長

　

松
田　

知
亮
（
大
島
総
合
支
所 

地
域
窓
口
班
長
）

▼
農
林
水
産
課
長

　

大
久
保
弘
史
（
下
水
道
課
長
）

▼
生
活
衛
生
課
長

　

浜
元　

信
之
（
生
活
衛
生
課
公

営
住
宅
班
長
）

▼
地
域
交
通
課
長

　

木
嶋　

勇
人
（
空
家
定
住
対
策

課
長
）

▼
久
賀
総
合
支
所
長

　

齋
藤　

裕
也
（
総
務
課
消
防
防

災
班
長
）

▼
教
育
委
員
会 

総
務
課
長

　

中
村　

和
典
（
教
育
委
員
会 

総

務
課
総
務
班
長
）

▼
社
会
教
育
課
長

　

小
泉　

周
三
（
教
育
委
員
会 

総

務
課
長
）

【
班
長
級
】

▼
政
策
企
画
課
地
域
振
興
班
長

　

西
村　

一
樹
（
東
和
総
合
支
所

地
域
窓
口
班
長
）

▼
総
務
課
消
防
防
災
班
長

　

大
村　

雅
昭
（
総
務
課
）

▼
財
務
課
財
政
班
長

　

森
本　

信
二
（
政
策
企
画
課
地

域
振
興
班
長
）

▼
財
務
課
契
約
監
理
班
長

　

西
村　

寿
海
（
施
設
整
備
課
土

木
建
設
班
長
）

▼
税
務
課
徴
収
対
策
班
長

　

竹
本　

香
織
（
生
活
衛
生
課
）

▼
空
家
定
住
対
策
課
空
家
定
住
対

策
班
長 

　

中
岡　

貴
史
（
生
活
衛
生
課
）

▼
福
祉
課
こ
ど
も
家
庭
班
長

　

岡
﨑　

月
子
（
福
祉
課
）

▼
商
工
観
光
課
商
工
観
光
班
長

　

三
浦　

裕
子
（
商
工
観
光
課
）

▼
商
工
観
光
課
体
験
交
流
推
進
班
長

　

小
礒　

直
紀
（
教
育
委
員
会 
社

会
教
育
課
）

▼
商
工
観
光
課
公
共
施
設
管
理
班
長

　

鳥
村　

洋
人
（
商
工
観
光
課
）

▼
農
林
水
産
課
有
害
鳥
獣
対
策
班
長

　

安
村　

幸
児
（
橘
総
合
支
所
地

域
窓
口
班
長
）

▼
施
設
整
備
課
土
木
建
設
班
長

　

藤
谷　

昌
弘
（
商
工
観
光
課
体

験
交
流
推
進
班
長
）

▼
生
活
衛
生
課
公
営
住
宅
班
長

　

山
本　
　

健
（
税
務
課
徴
収
対

策
班
長
）

▼
地
域
交
通
課
地
域
交
通
班
長

　

中
野　
　

敬
（
商
工
観
光
課
商

工
観
光
班
長
）

▼
下
水
道
課
下
水
道
班
長

　

林　
　

泰
彦
（
農
林
水
産
課
有

害
鳥
獣
対
策
班
長
）

▼
下
水
道
課
管
理
班
長

　

緒
方　
　

崇
（
下
水
道
課
）

▼
大
島
総
合
支
所
地
域
窓
口
班
長

　

広
津
ア
サ
美
（
大
島
総
合
支
所 

）

▼
東
和
総
合
支
所
地
域
窓
口
班
長

　

櫛
部　

元
則
（
施
設
整
備
課
）

▼
橘
総
合
支
所
地
域
窓
口
班
長

　

宇
都　

智
美
（
大
島
総
合
支
所
）

▼
教
育
委
員
会 

総
務
課
総
務
班
長

　

廣
田　

昌
美
（
福
祉
課
）

　

町
職
員
の
異
動　
令
和
７
年
４
月
１
日
付　
（　
　

）
内
は
旧
所
属

▼
総
務
課
付
け
班
長
（
柳
井
地
域

広
域
水
道
企
業
団
派
遣
） 

　

山
本　

克
巳
（
下
水
道
課
下
水

道
班
長
）

【
一
般
職
】

▼
会
計
課

　

江
本　

達
志 （
会
計
管
理
者
）

▼
政
策
企
画
課

　

原
田　

ち
え
（
教
育
委
員
会 

社

会
教
育
課
）

　

家
成　

周
輔
（
税
務
課
）

▼
総
務
課

　

吉
冨　

和
成
（
政
策
企
画
課
）

　

池
永
祐
美
子
（
議
会
事
務
局
長
）

　

河
内　

瑛
世
（
教
育
委
員
会 

総

務
課
）

▼
税
務
課

　

神
本　

知
佳
（
福
祉
課
）

▼
福
祉
課

　

河
内　
　

愛
（
久
美
保
育
所
）

　

松
本
可
奈
子
（
介
護
保
険
課
）

　

石
原　

憲
子
（
健
康
増
進
課
）

　

石
光　

竜
馬
（
総
務
課
）

▼
介
護
保
険
課

　

中
本　

奈
美
（
健
康
増
進
課
）

▼
商
工
観
光
課

　

森
本　

順
一
（
下
水
道
課
）
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▼
視
能
訓
練
士

　

川
部　

文
子
（
東
和
病
院 

視
能

訓
練
士
）

▼
社
会
福
祉
士
主
任

　

四
宮　

知
子
（
大
島
病
院 

社
会

福
祉
士
）

▼
医
事
係
長

　

尾
崎　

孝
行
（
大
島
病
院 

事
務

室
主
任
）

▼
事
務
室
主
任

　

鎌
足　

航
也
（
大
島
病
院 

事
務

室
主
事
）

【
退
職
】（
令
和
７
年
３
月
31
日
付
）

▼
看
護
師
長

　

谷
村　

美
華
（
東
和
病
院
）

▼
副
看
護
師
長

　

市
山　
　

恵
（
や
す
ら
ぎ
苑
）

▼
看
護
師

　

平
井　

孝
幸
（
や
す
ら
ぎ
苑
）

　

立
山　
　

諭
（
大
島
病
院
）

　

金
川　

遥
華
（
大
島
病
院
）

▼
介
護
福
祉
士

　

中
林
美
和
子
（
や
す
ら
ぎ
苑
）

【
暫
定
再
任
用
】《  

》
内
は
任
用
先

　

森
本　
　

守
《
橘
医
院
》

　

大
元　

良
朗
《
大
島
看
護
専
門

学
校
》

【
病
院
事
業
局
】

▼
総
務
部
長
兼
総
務
課
長

　

木
村　

稔
典
（
総
務
課
長
）

▼
総
務
課
庶
務
係
長

　

大
森　

克
也（
総
務
課
庶
務
主
任
）

【
東
和
病
院
】

▼
看
護
師

　

膳
瀬　

月
乃
（
新
採
用
）

　

石
川　

雅
江
（
新
採
用
）

　

谷
村　

妙
生
（
新
採
用
）

【
橘
医
院
兼
さ
ざ
な
み
苑
】

▼
事
務
長

　

桐
田　

将
寿
（
橘
医
院
兼
さ
ざ

な
み
苑 

事
務
長
兼
企
業
出
納
員
）

▼
医
事
係
長
兼
企
業
出
納
員

　

木
元　

哲
平
（
橘
医
院
兼
さ
ざ

な
み
苑 

事
務
室
主
任
）

【
大
島
病
院
】

▼
看
護
師

　

石
田　

栞
理
（
新
採
用
）

　

斉
藤
い
ろ
は
（
新
採
用
）

　

下
前　

誠
二　

シ
ャ
ー
マ
ン

（
新
採
用
）

　

前
本　

直
樹
（
新
採
用
）

▼
看
護
補
助
者

　

古
崎
実
奈
美
（
新
採
用
）

病
院
事
業
局
の
異
動

　

令
和
７
年
４
月
１
日
付　
（　
　

）
内
は
旧
所
属

▼
農
林
水
産
課

　

田
村　

諒
介
（
商
工
観
光
課
）

▼
施
設
整
備
課

　

瀬
川　

洋
介（
産
業
建
設
環
境
部
長
）

▼
生
活
衛
生
課

　

藤
井　

康
司
（
久
賀
総
合
支
所
）

　

秋
元　

允
之
（
健
康
増
進
課
）

　

東　
　

佳
樹
（
施
設
整
備
課
）

▼
地
域
交
通
課

　

長
久　

龍
夫
（
政
策
企
画
課
）

　

中
野　

真
吾
（
東
和
総
合
支
所
）

　

吉
國　
　

歩
（
商
工
観
光
課
）

　

藤
谷　

茂
樹
（
政
策
企
画
課
）

　

西
川　

輝
彦
（
政
策
企
画
課
）

　

嶋
本　

憲
祐
（
政
策
企
画
課
）

▼
久
賀
総
合
支
所

　

浜
田　

敬
二
（
久
賀
総
合
支
所
長
）

　

山
根　

尚
幸
（
福
祉
課
）

▼
大
島
総
合
支
所

　

岩
田
久
美
子
（
会
計
課
）

　

遠
山　

楓
香
（
税
務
課
）

▼
東
和
総
合
支
所

　

橋
本　

克
己
（
水
道
課
）

▼
下
水
道
課

　

藤
中　

大
和
（
財
務
課
）

▼
教
育
委
員
会 

社
会
教
育
課

　

岡
本　

祐
子
（
総
務
課
）

　

今
村
竜
太
郎
（
農
林
水
産
課
）

　

山
下　

瑞
稀
（
政
策
企
画
課
）

▼
総
務
課
付
け
（
柳
井
地
域
広
域

水
道
企
業
団
派
遣
） 

　

清
水　

直
美（
水
道
課
管
理
班
長
）

　

兼
田　
　

昇
（
水
道
課
）

　

大
﨑　

景
介
（
水
道
課
）

　

濵
口　
　

樹
（
水
道
課
）

　

神
田　

優
介
（
水
道
課
）

　

衞
藤　

道
將
（
生
活
衛
生
課
）

【
新
採
用
】

▼
政
策
企
画
課　
　

村
田　

裕
介

▼
税
務
課　
　
　
　

濱
本　

春
茄

▼
健
康
増
進
課　
　

有
馬
美
沙
希

　
　
　
　
　
　
　
　

森
野
美
意
瑠

▼
福
祉
課　
　
　
　

福
田　
　

拓

　
　
　
　
　
　
　
　

荒
井　

苑
希

▼
介
護
保
険
課　
　

　
　
　
　
　

大
川
ル
ー
ス
エ
リ
カ

　
　
　
　
　
　
　
　

安
野　

里
菜

▼
商
工
観
光
課　
　

網
本　

愛
璃

　
　
　
　
　
　
　
　

福
田　

愛
梨

▼
教
育
委
員
会 

総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　

服
部　

莉
央

【
定
年
退
職
】

（
令
和
７
年
３
月
31
日
付
）

▼
一
般
職

　

重
冨　

孝
雄
（
久
美
保
育
所
）

　

大
川　
　

博
（
大
島
防
災
セ
ン

タ
ー
）

　

岡
本　

義
雄
（
大
島
総
合
支
所
）

　

山
本　

正
和
（
水
道
課 

柳
井
地

域
広
域
水
道
派
遣
）

【
普
通
退
職
】

（
令
和
７
年
３
月
31
日
付
）

▼
部
長
級

　

中
元　

辰
也
（
総
務
部
長
）

▼
課
長
級

　

中
富　

和
志 （
生
活
衛
生
課
長
）

▼
班
長
級

　

佐
村
か
お
り
（
空
家
定
住
対
策

課
空
家
定
住
対
策
班
長
）

　

村
田　

朋
行（
水
道
課
水
道
班
長
）

▼
一
般
職

　

時
重　

裕
子
（
久
美
保
育
所
）

　

浜
田　

清
美
（
久
美
保
育
所
）

　

大
樂
明
日
海
（
介
護
保
険
課
）

　

生
田
海
南
見
（
健
康
増
進
課
）

　

松
井　

優
佳
（
介
護
保
険
課
）

　

熊
川　
　

廉
（
久
賀
総
合
支
所
）

【
暫
定
再
任
用
】《  

》
内
は
任
用
先

　

大
川　
　

博
《
大
島
防
災
セ
ン

タ
ー
》

　

山
本　

正
和
《
総
務
課
付
け　

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団
派
遣
》

　

重
冨　

孝
雄
《
財
務
課
》

　

岡
本　

義
雄
《
大
島
総
合
支
所
》

　

永
田　

広
幸
《
日
良
居
出
張
所
》

【
定
年
前
再
任
用
】《 

》
内
は
任
用
先

　

中
元　

辰
也
《
総
務
課
》
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山
口
県
で
は
、
岩
国
基
地
へ
の

米
軍
空
母
艦
載
機
の
移
駐
に
よ
る

騒
音
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
地
域

で
の
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
エ

ア
コ
ン
や
断
熱
サ
ッ
シ
の
取
り
付

け
・
取
り
替
え
に
つ
い
て
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

対
象
住
宅

　

申
請
者
ま
た
は
申
請
者
の
配
偶

者
、
も
し
く
は
２
親
等
以
内
の
同

居
親
族
が
所
有
し
、
実
際
に
申
請

者
が
居
住
す
る
住
宅
。

※ 

ア
パ
ー
ト
や
借
家
、
事
務
所
・

店
舗
等
は
対
象
外
。

補
助
額

　

別
表
の
と
お
り
（
エ
ア
コ
ン
・

サ
ッ
シ
合
わ
せ
て
上
限
30
万
円
）

申
し
込
み
方
法

　

各
総
合
支
所
・
出
張
所
に
備
え

て
あ
る
申
請
書
に
必
要
書
類
（
工

事
見
積
書
等
）
を
添
え
て
、
総
務

課
ま
た
は
各
総
合
支
所
・
出
張
所

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
様
式
は

県
岩
国
基
地
対
策
室
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

※
交
付
決
定
前
の
工
事
着
工
不
可
。

募
集
期
間

　

令
和
８
年
１
月
30
日
㈮
ま
で

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課 

消
防
防
災
班

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
０
０

（別　表）

【エアコン】
○補助台数

お住まいの人数 上限台数
１人 １台
２人以上 ２台

○補助額
部屋の広さ（冷房能力） １台当たり（上限）
６畳以下（2.2kw） 41,000 円
８畳以下（2.5kw） 50,000 円
10 畳以下（2.8kw） 55,000 円

10 畳を超える（3.6kw ～） 63,000 円
※交換の場合は、設置後６年以上が経過していること。

【サッシ】

○補助台数
お住まいの人数 上限箇所数

１人 １室２箇所まで
２人 ２室４箇所まで
３人 ３室６箇所まで
４人以上 ４室８箇所まで

○補助台数

サッシの面積
１カ所当たり（上限）

新設 取替
0.9 ㎡未満 10,000 円 27,000 円

0.9 ㎡以上 1.6 ㎡未満 20,000 円 44,000 円
1.6 ㎡以上 3.0 ㎡未満 30,000 円 64,000 円

3.0 ㎡以上 50,000 円 99,000 円
※取替の場合、設置後 10 年以上が経過していること。

山
口
県
住
宅
環
境
改
善
支
援
事
業
補
助
金
の
ご
案
内

　

近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
規
模
災

害
の
発
生
が
想
定
・
懸
念
さ
れ
る

な
か
、
過
去
の
災
害
の
教
訓
か
ら
、

水
道
施
設
等
の
損
傷
に
よ
り
町
内

の
広
範
囲
で
長
期
に
わ
た
っ
て
断

水
が
発
生
す
る
お
そ
れ
も
想
定
さ

れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
災
害
時
に
お
け
る

「
地
域
の
財
産
」
の
ひ
と
つ
と
も
考

え
ら
れ
る
井
戸
に
着
目
し
、
地
域

の
皆
さ
ま
の
災
害
時
の
生
活
に
必

要
と
な
る
水
の
確
保
の
一
助
と
し

て
、「
周
防
大
島
町
災
害
時
協
力
井

戸
」
の
新
規
登
録
井
戸
の
募
集
を

行
い
ま
す
。
町
内
の｢

共
助｣

の

推
進
を
図
り
、
災
害
に
よ
る
被
害

を
少
し
で
も
減
少
さ
せ
る
た
め
に

も
、
積
極
的
な
登
録
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

主
な
登
録
要
件

 

・ 

町
内
に
あ
り
、
災
害
に
よ
る
断

水
な
ど
の
際
に
無
償
で
井
戸
水
を

提
供
で
き
る
こ
と

 

・ 

ポ
ン
プ
な
ど
、
汲
み
上
げ
に
必

要
な
設
備
が
あ
り
、
安
全
に
使
用

で
き
る
こ
と

 
・ 
所
在
地
等
の
必
要
事
項
を
公
表
で

き
る
こ
と

申
出
か
ら
公
表
ま
で
の
流
れ

⑴
申
し
出

　

所
定
の
様
式
に
よ
り
、
登
録
の

申
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

登
録
申
出
書
は
総
務
課
、
各
総

合
支
所
・
出
張
所
に
備
え
付
け

て
あ
り
ま
す
。

⑵
現
地
調
査　

　

登
録
の
申
出
が
あ
っ
た
井
戸
は
、

職
員
が
現
地
調
査
に
伺
い
ま
す
。

調
査
で
は
、
井
戸
の
現
況
確
認
、

汲
み
上
げ
方
式
等
の
調
査
を
行
い

ま
す
。

⑶
登
録
お
よ
び
標
章
交
付　

　

登
録
が
決
定
し
た
場
合
は
、
災

害
時
協
力
井
戸
標
章
を
発
行
し
ま

す
の
で
、
道
路
か
ら
見
え
る
場
所

に
貼
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

⑷
公
表

　

登
録
い
た
だ
い
た
井
戸
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
上
で
所
在
地
な
ど
を
公
表
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。（
所
有
者
の
氏

名
や
電
話
番
号
等
は
公
表
し
ま
せ

ん
）

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課 

消
防
防
災
班

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
０
０

災
害
時
協
力
井
戸
の
新
規
登
録
井
戸
の

募
集
お
よ
び
公
表
に
つ
い
て
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　周防大島町公共下水道の一部区域（小松・東三蒲・椋野・久賀）が３月 31 日に供用開始されました。使用で
きる予定区域は、図のとおりです。詳細な場所はお問い合わせください。

１．町排水設備指定工事店へ見積依頼
　指定工事店等の情報は、町ホームページ（くらしの情
報→上下水道→下水道の一覧→下水道供用開始後の必要
な手続き等について【ページ ID検索№2703】）に掲載し
ていますが、不明な場合はお問い合わせください。
　町内外で業者が登録されていますが、２社以上から
見積もりを徴収することをお勧めします。
２．接続工事の契約締結・排水設備計画確認申請
　施工方法や費用など十分な打ち合わせを行い、指定
工事店と契約してください。
　指定工事店が書類を作成し、町に提出します。
　※供用開始日以後にご提出ください。

３．排水設備確認書の交付
　町が申請書類を確認し、申請者に確認書を交付します。
４．工事着手届・工事完了届の提出
　町に着手届を提出し、工事に着手します。
　工事完了後、町に完了届を提出します。
５．工事完了検査・工事検査済証の交付
　申請者立ち会いのもと、排水設備の完了検査を実施
します。
　完了検査後、町から検査済証を交付します。
６．下水道使用開始届
　町に使用開始届を提出し、下水道を使用することが
できます。

◆下水道を使用するための排水設備工事（排水接続工事）にかかる手続きの流れ

　「下水道が整備された地区は汲み取りに来なくなるの？」との問い合わせがありますが、そのようなことはあ
りません。従来どおり汲み取りは行われます。

問い合わせ　下水道課 下水道班　☎ 0820-79-1014

小松 三蒲

椋野 久賀

新規供用開始区域

供用開始済区域

◆汲み取りは従来どおり行われます

美しい自然と快適な生活環境を守るため、下水道への早期接続をお願いします
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　取引または証明に使う「はかり」は計量法の定めにより、２年に１回行われる定期検査に合格しなけ
れば、使用することができません。今年は、定期検査の年になっていますので、該当する「はかり」をお
持ちの人は必ず検査を受けてください。
　関係者（令和５年に受検された人）には、事前に郵送で通知しますが、取引・証明に使用する「はかり」
を所有しているのに通知が届かない人は、商工観光課にお問い合わせください。

実施日 時間 場所

５月   ９日㈮
11：00 ～ 12：00 東和総合センター
13：30 ～ 14：30 油田出張所

５月 12 日㈪
11：00 ～ 12：00

日良居庁舎
13：00 ～ 14：30

５月 13 日㈫
11：00 ～ 12：00

たちばなケアプラザ
13：00 ～ 14：30

５月 14 日㈬
11：00 ～ 12：00

白木出張所
13：00 ～ 14：30

５月 15 日㈭
11：00 ～ 12：00 沖浦農村環境改善センター
13：30 ～ 14：30 蒲野農村環境改善センター

５月 16 日㈮
11：00 ～ 12：00

大島文化センター
13：00 ～ 14：30

５月 19 日㈪
11：00 ～ 12：00

農業者健康管理センター
13：00 ～ 14：30

※  5月 20日㈫から7月31日㈭までは、山口県計量検定所内の（一
社）山口県計量協会で実施します。なお、検査を行う計量士が
不在の場合もありますので、お越しになる場合は必ず事前に電
話でご確認ください。　

「取引・証明」とは？
　「取引」とは、有償、無償を問わず、物ま
たは役務の給付を目的とする業務上の行為。
（はかりを使って物品を売買したり、運送・
保管等に伴う料金を決めたりする場合など）
　「証明」とは、公にまたは業務上他人に一
定の事実が真実である旨を表明すること。（は
かりで量った重量を相手等へ知らせる行為
で、病院や学校または保育園などで健康診断
等に用いるものなど）
お持ちいただくもの
　はかり本体（清掃したもの）、手数料
※ ただし、計量士による代行検査を受けてい
るもの、検定等に合格して間のないもの等
は、この検査を受ける必要はありません。

問商工観光課 商工観光班　☎ 0820-79-1003
　山口県計量協会　　　　 ☎ 083-986-2591

はかりの定期検査を実施します
～今年は定期検査受検の年です～

研    修    先　ハワイ州 カウアイ島
研修拠点　ハワイ大学 カウアイコミュニティカレッジ
協　　力　
　山口大学 国際総合科学部、旅行代理店（４月に決定）
研修内容
　座学による英語講座のほか、ハワイ文化や日系人の
歴史等の異文化学習、地元学生等との体験交流学習、
フィールドスタディーなどを計画しています。
研修期間（予定）　８月５日㈫～ 18 日㈪まで
対    象    者
　高校または高等専門学校の１～３学年に在学する生
徒で、いずれも町内に住所を有し、英語学習に意欲を
持つとともに異文化を理解する人
募集人数　原則７人

参加費用
　30 万円（別途、旅券申請手数料、海外旅行保険、
研修期間中の食費等の自己負担あり）
募集期間　４月 24 日㈭まで
応募方法　詳しくは町ホームページをご覧ください。
選考方法
　応募者が募集人数を超えた場合は、選考委員会での
選考、または抽選により留学生を決定します。
そ    の    他
　参加人数が４人以下の場合は事業を中止します。ま
た、感染症の流行や安全上の理由等により、事業を中
止する場合があります。
申し込み・問い合わせ
　教育委員会 総務課　☎ 0820-78-0700
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予
防
接
種
法
施
行
令
等
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
山
口
県
内
の
広
域

予
防
接
種
協
力
医
療
機
関
に
お
い

て
、
帯
状
疱
疹
予
防
接
種
を
公
費

負
担
（
一
部
自
己
負
担
）
で
実
施

し
ま
す
。

帯
状
疱
疹
と
は

　

帯
状
疱
疹
は
、
過
去
に
水
痘
に

か
か
っ
た
時
に
体
の
中
に
潜
伏
し

た
水
痘
帯
状
疱
疹
ウ
イ
ル
ス
が
再

活
性
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
神
経

支
配
領
域
に
沿
っ
て
、
典
型
的
に

は
体
の
左
右
ど
ち
ら
か
に
帯
状
に
、

時
に
痛
み
を
伴
う
水
疱
が
出
現
す

る
病
気
で
す
。
合
併
症
の
一
つ
に

皮
膚
の
症
状
が
治
っ
た
後
に
も
痛

み
が
残
る
「
帯
状
疱
疹
後
神
経
痛
」

が
あ
り
、
日
常
生
活
に
支
障
を
き

た
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
帯
状
疱

疹
は
、
70
歳
代
で
発
症
す
る
人
が

最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

接
種
期
間
お
よ
び
接
種
回
数

○
接
種
期
間　

　

令
和
８
年
３
月
31
日
㈫
ま
で

○
接
種
回
数　

 

・
生
ワ
ク
チ
ン　

１
回

 

・
組
換
え
ワ
ク
チ
ン

　

２
回
（
１
回
目
か
ら
２
カ
月
以
上

の
間
隔
を
あ
け
て
２
回
目
を
接
種
）

令和７年度の対象者
　周防大島町に住所を有する（住民票がある）以下の人で、
予防接種に対して理解し自分で意思表示ができる人。

対象者 生年月日
65 歳となる人 昭和 35 年４月２日生～昭和 36 年４月１日生
70 歳となる人 昭和 30 年４月２日生～昭和 31 年４月１日生
75 歳となる人 昭和 25 年４月２日生～昭和 26 年４月１日生
80 歳となる人 昭和 20 年４月２日生～昭和 21 年４月１日生
85 歳となる人 昭和 15 年４月２日生～昭和 16 年４月１日生
90 歳となる人 昭和 10 年４月２日生～昭和 11 年４月１日生
95 歳となる人 昭和   ５年４月２日生～昭和   ６年４月１日生
100 歳となる人 大正 14 年４月２日生～大正 15 年４月１日生

101 歳以上となる人 大正 14 年４月１日以前の生まれ
※  60 歳以上 65 歳未満であって、ヒト免疫不全ウイルスにより免疫
の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害を有する人につい
ては対象になりますので、主治医にご相談ください。
※ 過去に帯状疱疹ワクチンの接種を受けたことにある人は対象となり
ませんが、医師と相談の上、接種の必要があると認められた場合は
対象となります。

帯
状
疱
疹
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す

料
金
（
自
己
負
担
金
）

 

・
生
ワ
ク
チ
ン

　

２
６
６
０
円

 

・
組
換
え
ワ
ク
チ
ン

　

６
６
２
０
円
（
１
回
に
つ
き
）

※ 

生
活
保
護
世
帯
の
人
は
自
己
負

担
免
除
と
な
り
ま
す
。

お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

　

住
所
・
生
年
月
日
が
確
認
で
き

る
も
の
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・

運
転
免
許
証
等
）

※ 

対
象
者
に
は
別
途
個
別
案
内
を

送
付
し
ま
す
。
同
封
の
「
帯
状

疱
疹
予
防
接
種
説
明
書
」
を
よ

く
読
ん
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

予
診
票
は
医
療
機
関
に
あ
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課 

健
康
づ
く
り
班

　

☎
０
８
２
０
（
73
）
５
５
０
４

　

周
防
大
島
町
国
民
健
康
保
険
に

加
入
中
の
30
歳
か
ら
74
歳
の
人
を

対
象
に
、
健
康
維
持
、
生
活
習
慣

病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た

め
、人
間
ド
ッ
ク（
基
本
検
査
項
目
）

費
用
の
一
部
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

受
診
期
間

　

令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

対
象
者
（
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人
）

 

・ 

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、

30
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
（
検

査
日
時
点
）

 

・ 

国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て

い
る
世
帯
の
人

 

・ 

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
年
度

に
お
い
て
、
特
定
健
診
を
受
診

し
て
い
な
い
人

検
査
内
容

　

問
診
、
身
体
測
定
、
血
圧
測
定
、

尿
検
査
、
便
検
査
、
血
液
検
査
、

視
力
・
眼
底
検
査
、
聴
力
検
査
、

腹
部
エ
コ
ー
、
胸
部
Ｘ
線
、
胃
カ

メ
ラ
ま
た
は
胃
透
視
検
査
、
心
電

図
検
査
等

受
診
ま
で
の
流
れ

⑴ 

助
成
対
象
と
な
る
下
記
の
医
療

機
関
へ
ご
都
合
の
良
い
日
時
を

電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

⑵ 

予
約
が
完
了
し
た
後
で
、
健
康

増
進
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
・

出
張
所
で
人
間
ド
ッ
ク
利
用
申

請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

⑶ 

後
日
、
利
用
券
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
に
持
参
し
、
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
皆
さ
ん
へ

  

人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

助成対象となる医療機関

医療機関名 自己負担額 予約受付期間 電話番号

大島病院（小松） 11,710 円
５月１日
～令和８年１月 31 日

0820-74-2580

周東総合病院（柳井市） 12,170 円
４月２日
～令和８年１月 31 日

0820-22-3456

問い合わせ　健康増進課 医療保険班　☎ 0820-73-5502
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あ
り
が
と
う
、
久
美
保
育
所

　

～
68
年
の
歴
史
に
幕
～

　

昭
和
31
年
６
月
１
日
、
久
賀
町
立
と
し
て
創
設
さ
れ
た
久
美
保
育
所
は
、
68
年
に
渡
り
８
１
０

人
の
卒
園
生
を
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。
ピ
ー
ク
時
に
は
、
80
人
の
定
員
で
受
け
入
れ
、
賑
わ
い

を
見
せ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
の
少
子
化
に
よ
り
入
所
園
児
が
著
し
く
減
少
。
こ
こ
数
年
は
十
数

人
の
入
所
児
で
推
移
し
、
令
和
６
年
度
当
初
は
６
人
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
に
支
え
ら
れ
、
地
域
と
と
も
に
歩
み
、
子
ど
も
た
ち
を
育
ん
で
き
た
久
美
保
育
所
は
、
令

和
７
年
３
月
末
を
も
っ
て
惜
し
ま
れ
つ
つ
も
閉
所
と
な
り
ま
し
た
。

久
美
保
育
所
の
あ
ゆ
み

昭
和
31
年
６
月
１
日

　

久
賀
町
立
久
美
保
育
所
と
し
て
創
立

昭
和
34
年
７
月

　

久
賀
町
向
津
原
に
移
転
さ
れ
る

昭
和
54
年
４
月

　

現
在
地
に
移
転
さ
れ
る

昭
和
57
年
３
月
９
日

　

久
美
保
育
所
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
結
成

平
成
16
年
10
月
１
日

　

大
島
郡
４
町
の
合
併
に
よ
り
周
防
大

島
立
久
美
保
育
所
と
な
る

令
和
７
年
３
月
31
日 

閉
所

閉
所
に
あ
た
り久

美
保
育
所
長
　
中
村
晴
彦

　

久
美
保
育
所
は
、
昭
和
31
年
の
開
所
以

来
、
68
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
８
１
０
名

の
園
児
を
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
地
域
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
、
ま
た
、

多
く
の
皆
様
の
温
か
い
見
守
り
と
ご
支

援
の
お
か
げ
で
、
園
児
た
ち
は
、
毎
日

の
び
の
び
と
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え

て
き
た
久
美
保
育
所
で
す
が
、
令
和
７
年

３
月
末
日
を
も
ち
ま
し
て 

閉
所
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
着
任
１
年
目
の
私
に

と
っ
て
、
閉
所
と
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、

残
念
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
近
年
の
少
子
化
に
よ
る
入

所
園
児
の
著
し
い
減
少
や
、
園
舎
の
老

朽
化
等
の
諸
事
情
も
あ
り
、
や
む
を
得

ず
閉
所
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
４
月
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

新
し
い
環
境
で
生
活
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
久
美
保
育
所
で
学
ん
だ
こ
と
、

経
験
し
た
こ
と
を
活
か
し
て
、
頑
張
っ

て
く
れ
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

未
来
あ
る
こ
ど
も
た
ち
の
、
健
や
か

な
成
長
を
願
う
と
と
も
に
、
久
美
保
育

所
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

春 写
真
で
振
り
返
る
令
和
６
年
度
の
主
な
行
事

夏

▲入所式　６人でスタート

▲みんなでお花見！

▲七夕会

▲プール遊び
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秋冬

▲運動会　歴代修了児も参加！

▲落花生収穫！！

▲お別れ遠足

▲最後の修了式と閉所式

久
賀
引
山
太
鼓
保
存
会
会
長
・
保
護
者

久
保
田
勇
治

　

久
賀
引
山
太
鼓
は
、約
１
１
０
０
年
前（
平

安
時
代
）
の
貞
観
年
間
に
村
の
鎮
守
の
神
様

と
し
て
久
賀
の
八
田
山
に
迎
え
ら
れ
た
八
田

八
幡
宮
に
奉
納
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
一

年
の
収
穫
と
豊
漁
を
祝
っ
た
秋
祭
り
で
引
山

太
鼓
を
奉
納
し
て
い
ま
し
た
。

　

過
疎
化
に
よ
り
昭
和
35
年
頃
に
、
一
時
途

絶
え
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
50
年
に
商
工
会

青
年
部
有
志
に
よ
り
引
山
太
鼓
を
復
活
し
ま

し
た
。
昭
和
50
年
代
後
半
よ
り
、
久
美
保
育

所
で
も
引
山
太
鼓
を
指
導
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
一
生
懸
命
練
習
し

て
、
運
動
会
や
発
表
会
、
お
宮
の
祭
り
で
披

露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
久
美
保
育
所
は
閉
所
と
な
り

ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
に
は
、
引
山
太
鼓
を

後
世
に
伝
え
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
引
山
太
鼓
を
指
導
し
て
下
さ
っ

た
保
育
士
の
皆
様
に
も
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

卒
園
児
・
保
護
者
　
　
清
木
隆
法

　

数
年
前
、
小
学
生
に
な
っ
た
娘
が
上
手
に

ハ
サ
ミ
を
使
っ
て
い
る
姿
を
見
て
「
い
つ
か

ら
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
？
」
よ
く
よ
く

考
え
て
み
る
と
ハ
サ
ミ
の
使
い
方
、
鉛
筆
の

持
ち
方
な
ど
保
育
所
で
習
っ
た
こ
と
ば
か
り

で
す
。
先
生
方
の
ご
指
導
の
お
か
げ
が
日
常

生
活
に
沢
山
あ
る
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

我
が
子
が
登
園
し
て
い
た
当
時
を
振
り
返

る
と
、
運
動
会
や
発
表
会
で
子
ど
も
の
成
長

を
実
感
し
目
頭
が
熱
く
な
っ
た
こ
と
、
そ
の

内
容
も
創
意
工
夫
さ
れ
毎
回
楽
し
か
っ
た
こ

と
、
先
生
方
の
そ
の
熱
意
に
心
を
打
た
れ
た

こ
と
、
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
す
。

　

久
美
保
育
所
関
係
者
の
皆
様
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
『
ぞ
う
さ
ん
』
長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。

卒
園
児
（
二
十
歳
）　
川
田
真
寛

　

久
美
保
育
所
で
の
こ
と
を
追
憶
す
る
と
、

様
々
な
事
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

ま
ず
初
め
に
思
い
出
し
た
の
が
、
節
分
の

鬼
が
怖
か
っ
た
こ
と
で
す
。
私
は
節
分
の
日

は
何
回
か
保
育
園
を
休
ん
だ
記
憶
が
あ
り
ま

す
。次
に
給
食
が
お
い
し
か
っ
た
こ
と
で
す
。

私
は
コ
ー
ン
と
ほ
う
れ
ん
草
の
サ
ラ
ダ
が
大

好
物
で
し
た
。
そ
し
て
年
長
時
に
は
、
み
ん

な
が
一
輪
車
に
乗
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
指

導
し
て
く
れ
ま
し
た
。
唯
一
私
は
乗
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
。

　

保
育
所
は
閉
所
し
ま
す
が
、
み
ん
な
の
思

い
出
は
ず
っ
と
心
の
中
に
残
り
続
け
る
と
思

い
ま
す
。

　

本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
そ
し
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

閉
所
に
寄
せ
て 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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問い合わせ　政策企画課 ＤＸ推進班　☎ 0820-74-1007

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
に
よ
っ
て
使

用
有
効
期
間
が
８
年
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団
で
は
、
有
効
期

間
を
迎
え
る
水
道
メ
ー
タ
ー
等
の
定
期
交
換

を
無
料
で
行
い
ま
す
。（
※
全
て
の
メ
ー
タ
ー

を
交
換
す
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

交
換
作
業
実
施
業
者

　

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団
が
委
託
し
た

「
企
業
団
（
周
防
大
島
町
）
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
」

交
換
作
業
実
施
期
間

　

4
月
中
旬
～
10
月
末

メ
ー
タ
ー
交
換
時
の
お
願
い

⑴ 

水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
の
た
め
、
敷
地
内
に

入
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑵ 

ご
不
在
で
も
、屋
外
に
あ
る
水
道
メ
ー
タ
ー

を
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

⑶ 

犬
は
、
出
入
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら

離
れ
た
と
こ
ろ
に
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

⑷ 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
や
周
り
に
は
物

を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

⑸ 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
水
や
泥
が
入

ら
な
い
よ
う
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

⑹ 

水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
作
業
は
、
細
心
の
注
意

を
払
っ
て
行
い
ま
す
が
、
ま
れ
に
空
気
が
入

る
こ
と
や
濁
り
水
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
交
換
作
業
後
は
、
水
を
使
用
す
る
前

に
浄
水
器
や
混
合
水
栓
な
ど
が
付
い
て
い
な

い
蛇
口
を
開
け
て
、
水
道
管
内
の
空
気
や
水

を
少
し
流
し
て
か
ら
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

メ
ー
タ
ー
検
針
に
つ
い
て
の
お
願
い

　

東
和
・
橘
地
区
は
奇
数
月
、
久
賀
・
大
島

地
区
は
偶
数
月
の
上
旬
に
、
検
針
員
に
よ
る

メ
ー
タ
ー
検
針
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
円
滑

な
検
針
作
業
を
行
う
た
め
、
前
記
⑶
～
⑸
に

ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団 

工
務
課

　

☎
０
８
２
０
（
25
）
０
２
５
７

⚠
ご
注
意
く
だ
さ
い

※ 

定
期
交
換
に
よ
り
代
金
を
請
求
す
る
こ

と
は
絶
対
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

委
託
業
者
は
、
柳
井
地
域
広
域
水
道
企

業
団
が
発
行
し
た
「
証
明
書
」
を
携
帯

し
て
い
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
の
定
期
交
換
を
実
施
し
ま
す

スマホ役場をご活用ください
　周防大島町 LINE 公式アカウント「スマホ役場」で LINE アプリを活用した行政サービスを
提供しています。24時間いつでも町民の皆さまが便利に使っていただけるような機能を実装
していますので、ぜひ右記二次元コードより周防大島町LINE公式アカウントを登録いただき、
スマホ役場をご活用ください。

おすすめ機能
○ごみ収集日お知らせ機能
　お住まいの地区を設定していただくと、その地区のごみ
の収集日の通知が届きます。通知して欲しいごみの種類や
通知を受けたい時間帯も設定することができます。

その他主な手続き・サービス
防災メール配信

開設中の避難所検索

休日在宅当番医の確認

AED設置箇所検索

住民票の写しの交付申請

所得課税証明書の交付申請

小学校の欠席連絡

ごみ分別チャット

犬の申請

水道の開閉栓申請

道路異常通報

沖家室シーサイドキャンプ場の予約
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問い合わせ　周防大島観光協会　☎ 0820-72-2134

　来たる 5月 18 日㈰の開催に向けて準備を進め
ている「シマクル 2025」は、周防大島サイクルア
イランド推進協議会が主催するサイクリングイベ
ントで、周防大島を一周しながら瀬戸内の景色・
名物料理を楽しむサイクリストの祭典です。
　シマクル 2025 には、全国から約 500 人のサイ
クリストが出走予定で、景観の良いコースもさる
ことながら、アロハ丼やみかん鍋など島のグルメ
によるエイドステーションのおもてなしも大きな
魅力として喜ばれています。
　５回目を迎える今回は「サイクリストを観光客
に！」を目標に掲げ、食事・入浴・ショッピング
など町内で使えるクーポン券の配付、ボランティ
アの皆さんによる大会前のサイクリングロード清
掃、島内観光スポットの紹介など、再訪意欲につ
ながる新たな取組にもチャレンジします。
　参加者の皆さんが安心してサイクリングを楽し
める環境を整え、周防大島とサイクリストの皆さ
んが良好な関係を築くことで、サイクルアイラン
ド周防大島がより一層盛り上がっていくことを
願っています。

【シマクル 2025】
日時　5月 18 日㈰　9：00 ～ 16：00
スタート・ゴール　道の駅サザンセトとうわ
コース　ロング約 90km、ミドル約 40km
エイドステーション　陸奥野営場、片添ケ浜、庄
南ビーチ、椋野漁港、道の駅サザンセトとうわ

シマクル 2025 を開催！

ス
ク
ー
ル
バ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
安
全
講
習
会

　

12
月
に
発
生
し
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
事
故
を
踏
ま
え
、
３
月
10
日
、

久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
対

象
と
し
た
講
習
会
を
開
催
し
、
21
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
、
ま
ず
、
教
育
委
員

会
か
ら
健
康
管
理
と
体
調
不
良
の
際

に
お
け
る
対
応
の
徹
底
に
つ
い
て
確

認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
柳
井
警
察
署

か
ら
講
師
を
招
き
、「
安
全
運
転
」

や
「
万
が
一
事
故
が
発
生
し
た
時
の

初
期
対
応
」
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
講
習
を
経
て

安
全
運
行
に
つ
い
て
再
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
こ
の

よ
う
な
研
修
を
定
期
的
に
開
催
し
安

全
運
行
の
意
識
向
上
を
図
り
ま
す
。

問
教
育
委
員
会 

総
務
課　

　

☎
０
８
２
０
（
78
）
０
７
０
０

水道課の業務は
「柳井地域広域水道企業団」に

引き継ぎました

　令和７年４月１日に柳井地域の水
道事業は柳井地域広域水道企業団に
経営統合されました。水道事業に
関することは、「柳井地域広域水道
企業団」（柳井市南町一丁目 10- ２）
にご連絡ください。
　なお、水道料金や水道の休止、開
栓に関するお問い合わせは、これま
でと同様に、　「上下水道料金お客様
センター」（☎ 0820-25-1600）にお
願いします。
問い合わせ
　柳井地域広域水道企業団
　☎ 0820-25-0255
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周 防 大 島 町 の 話 題

　 献血にご協力をお願いします

　３月 11 日、大島・久賀地区において献血が行わ
れ 49 人にご協力いただきました。
　献血された輸血用血液製剤の多くは、がん（悪性
新生物）患者さんを中心とした病気の治療に使用さ
れています。血液は、人工的に造ることができず、
また、長期保存もできないものです。
　近年では若年層の献血者が減少傾向にあり、輸血
を必要としている方々を支えていくためには、各年
齢層はもとより、若年層の協力がますます必要と
なっていきます。皆さまのご協力をお願いします。▲献血を行う藤本町長

　山口県オリジナル柑橘「ゆめほっぺ」　 

　３月 18 日、ゆめほっぺ（せとみ）の初荷出発式が JA 山
口県周防大島柑橘選果場にて行われました。
　令和６年産は、夏場の高温・少雨、冬季の低温などがあ
りましたが、生産者の徹底した管理により、濃厚で高品質
な果実に仕上がっているとのことです。
　せとみは、「清見」と「吉浦ポンカン」を掛け合わせて
育成された山口県オリジナル柑橘で、せとみのなかでも糖
度 13.5 度以上、酸度 1.35％以下のものを「ゆめほっぺ」
として出荷されています。
　薄皮が口に残らないみかんのような柑橘で、濃厚な甘味
と「ぷちぷち」っと弾けるような独特な食感が楽しめます。

▲選果の様子（ゆめほっぺには、新しい夢を託すととも
に、頬が落ちそうなほど美味しいという意味が込められ
ています）

　サッカーを通じた交流

　３月 29 日、30 日、第 28 回サザン・セト大島少
年サッカー大会が開催され、県内外から 32 チーム
が集結。周防大島町陸上競技場と長浦スポーツ海浜
スクエアを会場に、熱い戦いを繰り広げました。また、
29 日にはフレンドリーマッチも開催され、サッカー
を通じた子供たちの交流が行われました。
　初日の予選リーグを勝ち進み、２日目のトーナメ
ントで決勝に駒を進めたのは、広島県から参加のコ
スモ東広島 FC と田布施町から参加の麻郷サッカー
スポーツ少年団。前半はお互いに譲らない展開にな
り、後半に１点をもぎ取ったコスモ東広島 FC が優
勝し、連覇を達成しました。▲大会の様子
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こ
の
た
び
、
3
年
間
務
め
た
地
域
お
こ
し

協
力
隊
を
卒
業
し
ま
し
た
。
振
り
返
る
と
、

あ
っ
と
い
う
間
の
時
間
で
し
た
が
、
本
当
に

多
く
の
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
『
周
防
大
島

チ
ャ
ン
ネ
ル
』
の
番
組
制
作
を
担
当
し
、
番

組
の
企
画
・
撮
影
・
編
集
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。ま
た
、番
組
を
制
作
す
る
中
で
、

た
く
さ
ん
の
地
域
の
方
々
と
出
会
い
、
そ
し

て
、
つ
な
が
り
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
つ
な
が
り
を
活
か
し
、
3
年
目
で

周
防
大
島
を
舞
台
に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
映
画

の
制
作
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

映
画
制
作
に
は
周
防
大
島
高
校
を
は
じ
め
、

い
ろ
い
ろ
な
方
々
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、

無
事
完
成
。
2
月
8
日
に
完
成
披
露
上
映
会

を
開
き
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。
上
映
会
の
様
子
は
、『
周
防

大
島
チ
ャ
ン
ネ
ル
』
の
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

で
も
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

今
後
は
、『
映
像
の
力
で
地
域
を
元
気
に
』

を
目
標
に
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
の
制
作

や
イ
ベ
ン
ト
撮
影
、
映
像
制
作
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
な
ど
、
幅
広
い
活
動
を
展
開
し
て
い
く

予
定
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
協
力
隊
の
経
験
を

活
か
し
、
周
防
大
島
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の

人
に
伝
え
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
3
年
間
、
多

く
の
方
々
に
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
活

動
を
通
じ
て
出
会
っ
た
皆
さ
ま
と
の
ご
縁
が
、

私
に
と
っ
て
何
よ
り
の
財
産
と
な
っ
て
い
ま

す
。
温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
り
、
と
も
に
地

域
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
！

しましまタイムス

ＳＨＩＭＡＳＨＩＭＡ　ＴＩＭＥＳ

地域おこし協力隊員　 中野 寛之の

48

政策企画課
☎ 0820-74-1007

◆ 

令
和
６
年
度
秋
の
叙
勲

○
瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

　

中
元　

正
紀
さ
ん
（
東
屋
代
）

　
（
元
周
防
大
島
町
消
防
団
分
団
長
）

◆
第
77
回
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰

○
特
別
功
労
章

　

東　
　

弘
志
さ
ん
（
東
安
下
庄
）

　
（（
公
財
）
山
口
県
消
防
協
会
元
副
会
長
・

周
防
大
島
町
消
防
団
団
長
）

受
章
・
表
彰

▲２月８日の完成披露上映会にて、映画制作に協力していただいた周
防大島高校の皆さんとの一枚

大
島
郡
体
育
協
会 

体
育
功
労
賞

　

河
井　

伸
二
さ
ん
（
東
三
蒲
）

　

浜
田　

勝
美
さ
ん
（
西
方
）

▲藤本町長へ受章の報告に訪れた東弘志さん

▲大島郡の体育振興に尽くされた、大島郡陸上競技協会
の河井伸二さん（右から３番目）と大島郡バレーボール
協会の浜田勝美さん（右から４番目）

新しい民生委員児童委員さんが
決まりました

東和地区
　日浦伸子さん（油宇 13 区）
【担当区域】油宇 13 区・14 区
　（任期 : 令和 7 年 2 月 1 日～ 11 月
30 日まで）

問い合わせ　福祉課 民生福祉班
　　　　　　☎ 0820-77-5505
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看
護
師

採
用
予
定
人
員　

若
干
名

採
用
年
月
日　

令
和
８
年
４
月
１
日

受
験
資
格

⑴ 

平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
保
健
師
助
産
師

看
護
師
法
に
基
づ
く
看
護
師
免

許
を
有
す
る
人

⑵ 

令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で
に
看

護
師
国
家
試
験
に
合
格
見
込
み

の
人

受
付
期
間

　

４
月
21
日
㈪
～
５
月
30
日
㈮

　
（
郵
送
の
場
合
は
、
５
月
30
日
ま

で
の
消
印
有
効
）

申
し
込
み
方
法

　

履
歴
書
・
看
護
師
免
許
証
の
写

し
・
卒
業
証
明
書
（
写
し
で
も
可
）

を
、
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で
に

看
護
師
免
許
取
得
見
込
み
の
人
は
、

卒
業
見
込
証
明
書
・
成
績
証
明
書

を
、
１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返

信
用
封
筒
（
Ａ
４
が
入
る
も
の
）

と
併
せ
て
、「
受
験
申
込
書
請
求
」

と
朱
書
き
し
た
封
筒
に
入
れ
、
郵

送
ま
た
は
直
接
お
届
け
く
だ
さ
い
。

試
験
方
法　

面
接
試
験
、
小
論
文

試
験
日　

６
月
14
日
㈯

試
験
会
場

　

周
防
大
島
町
病
院
事
業
局

事
務
職
員

職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
数

 

・
初
級
行
政
職　

若
干
名

受
験
資
格

　

平
成
7
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
以
上
の

学
校
を
卒
業
し
た
人

受
付
期
間

　

４
月
21
日
㈪
～
６
月
５
日
㈭　

　
（
郵
送
の
場
合
は
、
６
月
５
日
ま

で
の
消
印
有
効
）

試
験
方
法　

面
接
試
験
、
小
論
文
他

試
験
日　

６
月
22
日
㈰

申
し
込
み
方
法

　

受
験
申
込
書
お
よ
び
受
験
票
を

郵
送
ま
た
は
直
接
お
届
け
く
だ
さ

い
。
受
験
申
込
書
お
よ
び
受
験
票

は
、
病
院
事
業
局
に
備
え
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
病
院
事
業

局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

採
用
予
定
日

　

合
格
発
表
後
、
令
和
８
年
３
月

ま
で
の
月
の
初
日

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
　
　

　

周
防
大
島
町
病
院
事
業
局 

総
務
課

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
２
３
３
２

キ
ャ
リ
ア
採
用
幹
部

応
募
資
格

　

大
学
卒
業
以
上
の
人
で
、
応
募

資
格
に
定
め
ら
れ
た
学
部
・
専
攻

学
科
等
を
卒
業
後
、
2
年
以
上
の

業
務
経
験
の
あ
る
人

受
付
期
間　

5
月
16
日
㈮
ま
で

試
験
日

 

・
陸
上
自
衛
隊　

6
月
９
日
㈪

 

・
海
上
自
衛
隊　

6
月
13
日
㈮

 

・
航
空
自
衛
隊　

6
月
10
日
㈫

　
　
　
　
　
　
　
　

～
12
日
㈭

技
術
曹

応
募
資
格

　

20
歳
以
上
の
人
（
国
家
免
許
資

格
を
取
得
し
て
い
る
人
）

受
付
期
間　

5
月
16
日
㈮
ま
で

試
験
日

 
・
陸
上
自
衛
隊　

6
月
９
日
㈪

 

・
海
上
自
衛
隊　

6
月
16
日
㈪

 

・
航
空
自
衛
隊　

6
月
10
日
㈫

　
　
　
　
　
　
　
　

～
12
日
㈭

一
般
曹
候
補
生

応
募
資
格

　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人
（
32

歳
の
人
は
、
採
用
予
定
月
の
末
日

現
在
、
33
歳
に
達
し
て
い
な
い
人
）

受
付
期
間　

5
月
7
日
㈬
ま
で

第
１
次
試
験
日

　

5
月
17
日
㈯
～
25
日
㈰

※ 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部

　

柳
井
地
域
事
務
所

　

☎
０
８
２
０
（
22
）
８
１
９
９

受
験
資
格

  

・ 

平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

16
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人

 

・ 

平
成
16
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法
に
規

定
す
る
大
学
を
卒
業
ま
た
は
令
和

８
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
人

受
付
期
間　

　

４
月
25
日
㈮
～
５
月
15
日
㈭

第
１
次
試
験　

６
月
15
日
㈰

申
し
込
み
方
法

　

電
子
申
請
と
な
り
ま
す
。

※ 

受
験
案
内
は
、
４
月
25
日
㈮
以
降

に
、
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
県
内
の
警
察
署
で
も
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

 
・
柳
井
警
察
署 

警
務
課

　

☎
０
８
２
０
（
23
）
０
１
１
０

 

・
採
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０
（
３
１
４
）
２
９
０

　

周
防
大
島
町
奨
学
資
金
貸
付
規

則
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
奨
学
生

を
募
集
し
ま
す
。

対
象

　

高
校
生
（
向
学
心
に
富
み
、
経

済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
す
る
こ

と
が
困
難
な
人
）

募
集
人
員　

若
干
名

貸
与
額　

月
額
２
万
円

申
し
込
み
方
法

　

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

返
還
方
法

　

卒
業
後
一
カ
年
を
経
過
し
た
翌

月
か
ら
、
貸
与
を
受
け
た
期
間
の

２
倍
の
期
間
内
に
、
そ
の
全
額
を

月
賦
ま
た
は
半
年
賦
で
返
還
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
期
限　

５
月
15
日
㈭
（
必
着
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会 

総
務
課

　

☎
０
８
２
０
（
78
）
０
７
０
０

募
　
集

自
衛
官
募
集

周
防
大
島
町
奨
学
生
募
集

警
察
行
政
職
員
（
大
学
卒

業
程
度
）
採
用
試
験

周
防
大
島
町
病
院
事
業
局

看
護
師
・
事
務
職
員
募
集
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食
生
活
改
善
推
進
員
は
食
生
活

を
中
心
と
し
た
健
康
づ
く
り
を
す

す
め
る
た
め
に
、「
私
達
の
健
康
は

私
達
の
手
で
」
を
合
言
葉
に
地
域

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
食
生
活
改
善
推
進
員
養

成
講
座
に
参
加
し
て
栄
養
・
健
康
・

運
動
な
ど
に
つ
い
て
学
習
し
、
健

康
の
輪
を
地
域
に
広
げ
る
活
動
に

一
緒
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
者　

　

周
防
大
島
町
に
住
民
票
が
あ
る

お
お
む
ね
70
歳
ま
で
の
人
で
、
講

座
修
了
後
、
食
生
活
改
善
推
進
員

と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
人

募
集
人
数　

20
人
（
先
着
順
）

応
募
期
限　

５
月
12
日
㈪

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座

 

・
研
修
内
容

　

健
康
や
食
生
活
に
関
す
る
講
話

や
調
理
実
習
、
簡
単
な
運
動

 

・
受
講
期
間
（
全
６
回
）

　

５
月
～
令
和
８
年
３
月

 

・
会
場

【
久
賀
地
区
】
久
賀
公
民
館

【
大
島
地
区
】

　

し
ま
と
ぴ
あ
ス
カ
イ
セ
ン
タ
ー

【
東
和
地
区
】
東
和
総
合
セ
ン
タ
ー

【
橘
地
区
】
た
ち
ば
な
ケ
ア
プ
ラ
ザ

 

・
参
加
費

　

調
理
実
習
材
料
代
５
０
０
円
×

５
回
（
第
２
回
研
修
会
か
ら
調
理

実
習
を
実
施
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課 

健
康
づ
く
り
班

　

☎
０
８
２
０
（
73
）
５
５
０
４

　

町
で
は
、
振
り
込
め
詐
欺
を
は

じ
め
と
し
た
、
悪
質
な
電
話
勧
誘

等
に
よ
る
特
殊
詐
欺
等
の
被
害
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
通
話
録
音
機

能
付
電
話
機
等
の
購
入
費
の
一
部

（
2
分
の
1
・
上
限
１
万
円
）
を
補

助
し
ま
す
。

対
象
者
（
次
の
全
て
を
満
た
す
人
）

 

・ 

周
防
大
島
町
内
に
住
民
票
が
あ

り
居
住
し
て
い
る
人

 

・ 

満
70
歳
以
上
の
単
身
世
帯
、
ま

た
は
満
70
歳
以
上
の
み
の
世
帯

 

・ 

納
付
義
務
の
あ
る
町
税
等
を
滞

納
し
て
い
な
い
人

 

・ 

令
和
７
年
4
月
1
日
以
降
申
請

し
、
購
入
さ
れ
る
人

 

・ 

令
和
６
年
度
中
に
同
補
助
金
を

受
け
、
電
話
機
等
を
購
入
し
て
い

な
い
こ
と

※ 

購
入
前
に
補
助
金
申
請
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

受
付
期
間

　

４
月
１
日
㈫
～
令
和
８
年
2
月

９
日
㈪
ま
で
（
予
算
額
に
達
し
次

第
、
受
付
を
終
了
し
ま
す
）

申
し
込
み
方
法

　

商
工
観
光
課
お
よ
び
各
総
合
支

所
に
備
え
付
け
て
あ
る
申
請
書
に
、

必
要
書
類
を
添
付
の
う
え
、
商

工
観
光
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※ 

必
要
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課 

商
工
観
光
班

　

☎
０
８
２
０
（
79
）
１
０
０
３

　　

身
体
障
害
者
等
が
所
有
も
し
く

は
使
用
す
る
軽
自
動
車
等
に
つ
い

て
、
障
害
の
程
度
に
よ
り
一
定
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
人
に
は
、

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
減
免

制
度
が
あ
り
ま
す
。
減
免
申
請
期

限
は
、
６
月
２
日
㈪
で
す
。

　

な
お
、
減
免
で
き
る
自
動
車
は

１
人
の
障
害
者
に
つ
き
普
通
自
動

車
を
含
め
、
１
台
に
限
ら
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

○
軽
自
動
車
税

　

税
務
課 

課
税
第
1
班

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
０
８

○
自
動
車
税

　

柳
井
県
税
事
務
所

　

☎
０
８
２
０
（
23
）
２
１
２
１

　

町
で
は
、
木
造
住
宅
の
安
全
性

の
向
上
を
図
る
た
め
、「
木
造
住
宅

耐
震
診
断
（
無
料
）」
お
よ
び
「
木

造
住
宅
耐
震
改
修
（
補
助
）」
を
実

施
し
ま
す
。

【
耐
震
診
断
】

対
象
住
宅（
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人
）

 

・
木
造
３
階
建
て
以
下
で
、
在
来

　

軸
組
工
法
、
伝
統
工
法
、
枠
組

　

壁
工
法
に
よ
る
も
の

 

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

　

工
し
た
も
の

 

・
一
戸
建
て
住
宅
で
、
現
に
居
住

　

し
て
い
る
も
の

※ 
併
用
住
宅
に
つ
い
て
は
、
延
べ

床
面
積
の
50
％
未
満
を
店
舗
等

の
用
途
に
供
す
る
場
合
の
み
対

象
と
し
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

　

各
総
合
支
所
・
出
張
所
に
備
え

て
あ
る
申
込
書
に
必
要
書
類
（
建

築
年
月
日
が
確
認
で
き
る
書
類
）

を
添
え
て
、
総
務
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
・
出
張
所
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

募
集
期
間

　

４
月
15
日
㈫
～
10
月
31
日
㈮

【
耐
震
改
修
】

対
象
住
宅（
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人
）

 

・
耐
震
診
断
済
み
の
一
戸
建
て
木

　

造
住
宅
で
、
上
部
構
造
評
点
が

　

1.0
未
満
の
も
の

 

・
改
修
前
よ
り
上
部
構
造
評
点
が

　

向
上
し
0.7
以
上
と
な
る
も
の

 

・
今
年
度
中
に
改
修
工
事
に
着
手

　

し
完
了
す
る
も
の

 

・
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

補
助
額

　

改
修
費
用
の
80
％

　
（
上
限
１
１
５
万
円
）

申
し
込
み
方
法

　

総
務
課 

消
防
防
災
班
ま
で
お
電

話
く
だ
さ
い
。

※ 

予
算
の
範
囲
内
で
の
受
付
対
応

と
な
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課 

消
防
防
災
班

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
０
０

お
知
ら
せ

木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
耐

震
改
修
事
業
の
ご
案
内

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座

～
食
生
活
改
善
推
進
員
を
募
集

し
ま
す
！
～

通
話
録
音
機
能
付
電
話
機

等
購
入
補
助
金

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

の
減
免
制
度
の
お
知
ら
せ
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みんなの情報源
　

町
で
は
、
町
有
財
産
（
土
地
）

を
売
却
し
ま
す
。
売
却
の
方
法
に

つ
い
て
は
、
一
般
競
争
入
札
に
よ

る
方
法
で
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
入
札
に
参
加
を
希
望
さ

れ
る
人
は
、
事
前
の
申
し
込
み
が

必
要
と
な
り
ま
す
。（
入
札
が
不
調

に
な
っ
た
場
合
、
先
着
順
で
随
時

受
付
し
ま
す
）

売
却
物
件
（
土
地
）

　

周
防
大
島
町
大
字
東
三
蒲
字
相

堀
田
８
２
２
番
1
（
面
積
４
４
０
・

27
㎡
）

現
地
説
明
会

　

4
月
30
日
㈬

　

午
前
10
時
～
11
時

※ 

現
地
説
明
会
を
希
望
さ
れ
る
人

は
4
月
28
日
㈪
正
午
ま
で
に
財

務
課
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

入
札
参
加
受
付

 

・
期
間　

　

4
月
30
日
㈬
～
5
月
13
日
㈫

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

 

・
場
所　

財
務
課
（
大
島
庁
舎
2
階
）

入
札
日
時　

　

5
月
27
日
㈫　

午
前
10
時　

入
札
の
要
領
等
に
つ
い
て

　

詳
細
な
要
領
等
を
記
載
し
た
「
令

和
7
年
度
一
般
競
争
入
札
に
よ
る

周
防
大
島
町
有
地
売
却
の
ご
案
内
」

を
財
務
課
（
大
島
庁
舎
）
お
よ
び

各
総
合
支
所
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
確
認
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

財
務
課 

財
政
班

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
０
６

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
積
極
的
に
町

政
運
営
に
参
画
す
る
仕
組
み
と
し

て
、
町
長
自
ら
が
町
民
の
皆
さ
ん

の
と
こ
ろ
に
出
向
き
、
自
由
な
雰

囲
気
の
中
で
ひ
ざ
を
交
え
て
話
し

合
い
を
行
い
、
町
民
の
「
声
」
を

聴
く
意
見
交
換
会
「
町
長
と
意
見

交
換
会
（
ワ
ン
テ
ー
マ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
）」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
人
で
、
５
～
10
人
程
度

の
参
加
が
見
込
ま
れ
る
団
体
が
対

象
で
す
。
団
体
を
構
成
し
て
な
い

場
合
で
も
、
代
表
者
（
自
治
会
長

さ
ん
等
）
を
決
め
て
申
し
込
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

政
策
企
画
課 

広
報
情
報
統
計
班

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
０
７

　

周
防
大
島
松
山
フ
ェ
リ
ー
㈱
は

町
か
ら
の
補
助
金
を
受
け
て
、
伊

保
田
港
と
三
津
浜
港
航
路
に
お
け

る
フ
ェ
リ
ー
往
復
運
賃
の
割
引
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

実
施
期
間

　

４
月
１
日
～
令
和
８
年
３
月
31
日

割
引
内
容

⑴ 

伊
保
田
港
発
三
津
浜
港
着
フ
ェ

リ
ー

 

・
往
復
割
引
乗
船
運
賃

　

大
人　

２
５
７
０
円

　
（
割
引
前
の
料
金
４
８
９
０
円
）

　

子
供　

１
２
９
０
円

　
（
割
引
前
の
料
金
２
４
６
０
円
）

 

・
往
復
割
引
車
両
同
乗
者
運
賃

　

大
人　

２
５
７
０
円

　
（
割
引
前
の
料
金
３
６
８
０
円
）

　

子
供　

１
２
９
０
円

　
（
割
引
前
の
料
金
１
８
５
０
円
）

 

・
対
象
者　

　

町
民
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等

住
所
が
確
認
で
き
る
も
の
が
必
要
）

⑵ 

三
津
浜
港
発
伊
保
田
港
着
フ
ェ

リ
ー

 

・
往
復
割
引
乗
船
運
賃

　

大
人　

２
５
７
０
円

　
（
割
引
前
の
料
金
４
８
９
０
円
）

　

子
供　

１
２
９
０
円

　
（
割
引
前
の
料
金
２
４
６
０
円
）

 

・
対
象
者　

　

町
民
以
外
の
人
で
、
町
内
で

１
０
０
０
円
以
上
の
消
費
（
買
い

物
・
食
事
等
）
を
し
た
人
。

　

ま
た
、
実
施
期
間
中
、
町
民
の

人
に
限
り
会
社
独
自
の
割
引
制
度

と
し
て
伊
保
田
港
発
三
津
浜
港
着

フ
ェ
リ
ー
の
往
復
車
両
運
賃
の
割

引
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
車
両
の

サ
イ
ズ
に
よ
っ
て
料
金
区
分
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
松
山
フ
ェ
リ
ー
㈱

　

☎
０
８
２
０
（
75
）
１
５
７
５

　

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
が
「
電

気
代
の
大
幅
な
節
約
」
に
繋
が
る

こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　

山
口
県
で
は
4
月
9
日
か
ら
、

太
陽
光
パ
ネ
ル
・
蓄
電
池
の
「
共

同
購
入
事
業
」
参
加
募
集
を
開
始

し
ま
す
。
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
生

ま
れ
る
大
き
な
購
買
力
を
活
か
し

て
、
安
心
で
お
ト
ク
に
購
入
す
る

機
会
を
ご
提
供
す
る
事
業
で
す
。

数
分
で
完
了
す
る
無
料
の
参
加
登

録
を
す
る
こ
と
で
、
ご
自
宅
に
設

置
し
た
場
合
の
費
用
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
登
録
期
間

　

４
月
9
日
㈬
～
８
月
28
日
㈭

※ 

登
録
か
ら
購
入
判
断
ま
で
の
流

れ
な
ど
、
詳
し
く
は
専
用
サ
イ

ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

山
口
県 

み
ん
な
の
お
う
ち
に
太

陽
光
事
務
局 

　

☎
０
１
２
０
（
６
２
３
）
１
０
０

町
有
地
売
却
の
ご
案
内

ワ
ン
テ
ー
マ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
開
催
し
て
い
ま
す

ぶ
ち
エ
コ
や
ま
ぐ
ち
家
庭

向
け
太
陽
光
発
電
設
備
等

共
同
購
入
の
お
知
ら
せ

松
山
行
フ
ェ
リ
ー
往
復
運
賃

の
割
引
を
実
施
し
て
い
ま
す
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　町内にお住まいの人を対象に生涯学習講座を実施します。受講には事前登録が必要ですので、各問い合わせ
先にお申し込みください。

講座名 期間および回数 内容（予定） 場所 問い合わせ

悠遊教室
５月～翌年３月 健康講座、ストレッチ体験、お金の話、

人権に関する講座、お正月の花飾り、
干支人形、雛人形づくり、研修視察

久賀総合センター
久賀公民館 
☎ 72-2271
℻ 72-0491８回（予定）

はつらつ講座
５月～翌年３月

山口県立大学サテライトカレッジ（呼
吸と運動）、ｅスポーツ体験、ミニコ
ンサート、身体に関する講座、人権に
関する講座、研修視察

大島文化センター
大島公民館
☎ 74-3800
℻ 74-3999７回（予定）

かがやき塾
５月～翌年３月 ミニコンサート、舞踊体操、自己理解

講座、eスポーツ体験、気象と防災の話、

人権に関する講座、研修視察

東和総合センター
社会教育課
☎ 78-2205
℻ 78-5067７回（予定）

おれんじ倶楽部
５月～翌年３月

初夏の寄せ植え教室、収納整理術を学
ぼう、eスポーツ体験、懐かしい映像
鑑賞会、小さな Xmas コンサート、調
理実習、研修視察

橘総合センター
橘公民館
☎ 77-0100
℻ 77-1673７回（予定）

 ※講座内容および回数は変更となる場合があります。
 ※研修視察費・材料費は個人負担です。

生涯学習講座のご案内

送迎を行っていますので、
ぜひご利用ください！

　今回は春野菜のたけのことキャベツを使ったメ
ニューを紹介します。みそ味にしょうがの風味を
きかせることで、ちょび塩に仕上げています。また、
片栗粉を加えることで調味料が食材に絡み、味を
感じやすくなります。たっぷりの野菜に加えて厚
揚げとひき肉を使っているのでボリュームがあり、
食べごたえのあるメニューです。ぜひ作ってみて
ください。

１人分の栄養素量… エネルギー 259kcal、たんぱく質 16.4g、脂
質 16.2g、食物繊維 3.0g、食塩相当量 1.2g

厚揚げと春野菜のみそ炒め

❶  厚揚げは食べやすい大きさに切る。たけのこは薄切りにす
る。キャベツは３～４㎝四方に切る。
❷調味料Ａを合わせておく。
❸ フライパンにごま油をひいて火にかけ、豚ひき肉を炒める。
ひき肉の色が変わったら、厚揚げとキャベツ、たけのこを
加えて炒める。キャベツがしんなりしたら②の調味料を加
えて再度炒める。

作り方

材　料（２人分）
▪厚揚げ………   １枚 120g
▪たけのこ（ゆで）···  80g
▪キャベツ…………···  80g
▪豚ひき肉…………···  80g

▪みそ……······  大さじ１
▪みりん……···  大さじ１
▪酒……·········  大さじ１
▪おろし生

しょうが

姜 ···  小さじ 1/2
▪砂糖……······  小さじ１
▪しょうゆ  ····  小さじ 1/2
▪片栗粉……···  小さじ１
▪ごま油……···  小さじ１

ち ょ び 塩 春 レ シ ピ ♪

Ａ

問健康増進課 健康づくり班　☎ 0820-73-5504
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暮らしの相談（４月 21 日～５月 20 日）

か し こ い
消 費 者

めざせ！

【相談窓口】
柳井地区広域
消費生活センター
☎ 0820-22-2125
山口県
消費生活センター
☎ 083-924-0999

消費生活上の不安
や心配を感じたら
消費生活センター
にご相談ください。

【
相
談
】

　

４
年
前
に
家
賃
６
万
円
、
敷
金
礼
金
な
し
の
民
間
賃
貸
住
宅
に
入

居
し
、先
日
退
去
し
た
。
後
日
、管
理
会
社
か
ら
壁
紙
や
フ
ロ
ア
マ
ッ

ト
の
原
状
回
復
費
用
と
し
て
約
50
万
円
を
請
求
さ
れ
た
。
入
居
時
の

壁
紙
や
フ
ロ
ア
マ
ッ
ト
は
前
の
住
人
が
汚
し
た
ま
ま
だ
っ
た
。
請
求

は
納
得
で
き
な
い
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

相
談
者
か
ら
管
理
会
社
に
原
状
回
復
費
用
の
積
算
根
拠
を
示
す
よ

う
求
め
、
国
土
交
通
省
の
「
原
状
回
復
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
と
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
の
基
準
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
費
用
負
担
に
つ
い
て
話
し

合
う
よ
う
助
言
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

契
約
時
は
、
契
約
内
容
の
説
明
を
よ
く
聞
き
、
疑
問
点
は
そ
の
場

で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
退
去
時
の
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
費
用

な
ど
、
費
用
負
担
に
関
す
る
事
項
は
、
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
居
時
は
、
で
き
る
限
り
貸
主
側
と
一
緒
に
住
宅
の
キ
ズ
や
汚
れ

の
状
態
、備
え
付
け
の
設
備
が
正
常
に
作
動
す
る
か
な
ど
を
確
認
し
、

写
真
や
メ
モ
で
記
録
を
残
し
ま
し
ょ
う
。
退
去
時
も
入
居
時
と
同
様

に
住
宅
の
状
況
を
記
録
し
て
お
く
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
と
き
に
役

立
ち
ま
す
。

賃
貸
住
宅
退
去
時
の
原
状
回
復
ト
ラ
ブ
ル

■相談所
相　談 日　時 場　所 備考・問い合わせ等

常設人権相談所 毎週月～金曜日
（休日を除く）   8：30 ～ 17：15 山口地方法務局 岩国支局

（岩国市錦見一丁目 16-35）

○ 差別、いじめ、嫌がらせ等の相談
問 山口地方法務局 岩国支局
　☎ 0827-43-1125

特設人権相談所   5 月    2 日㈮   9：30 ～ 11：30 大島庁舎 ○差別、いじめ、嫌がらせ等の相談
問福祉課 民生福祉班　☎ 77-5505

育児相談

  4 月 24 日㈭

10：00 ～ 11：30

しまとぴあスカイセンター ○ 身体計測、妊娠・出産や子育て等の相談
問 福祉課 こども家庭班
　☎ 77-5508　※助産師による相談あり

  5 月    9 日㈮ たちばなケアプラザ

  5 月 20 日㈫ 久賀福祉センター※

こころの相談   5 月    2 日㈮ 10：00 ～ 12：00 久賀福祉センター ○要予約
問 健康増進課 健康づくり班　☎ 73-5504

認知症相談   5 月    7 日㈬   9：00 ～ 12：00 日良居庁舎 ○相談日以外も可能
問地域包括支援センター　☎ 73-5506

出張年金相談 毎月第３火曜日
10：00 ～ 12：00

久賀総合センター ○ 要予約
問岩国年金事務所　☎ 0827-24-222213：00 ～ 16：00

■税務相談
相　談 日時 備考・問い合わせ等

個人相談（所得税・消費税等） 毎月第 2・4水曜日    9：00 ～ 16：00 ○要予約
問柳井税務署
☎ 0820-22-0277

音声案内
「２」→

「５」

資産相談（相続税・贈与・譲渡） 毎月第 1・3水曜日    9：00 ～ 16：00 「６」

法人相談（法人税・消費税・源泉所得税・印紙税等）毎月第 1・3金曜日    9：00 ～ 16：00 「７」「８」

■電話相談
相　談 時間 電話番号

国税に関する一般的な相談（電話相談センター）   8：30 ～ 17：00 ☎ 0570-00-5901

救急医療電話相談
こども（15 歳未満）の相談 19：00 ～翌 8：00 ♯ 8000（利用できない場合　☎ 083-921-2755）
おとな（15 歳以上）の相談 毎日 24時間 ♯ 7119（利用できない場合　☎ 083-921-7119）

※緊急・重症の場合は、迷わず 119 番してください。
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春
の
陽
気
が
心
地
よ
い
こ
の
頃
、

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
新
し

い
環
境
や
生
活
と
な
り
、
不
安
や

緊
張
、
新
た
な
気
持
ち
で
…
と
感

じ
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

保
健
師
の
組
織
体
制
が
変
わ
り
ま

し
た

　

こ
れ
ま
で
保
健
師
は
、
健
康
増

進
課
と
介
護
保
険
課
に
配
置
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
組
織
の
変
更
に

よ
り
、
４
月
か
ら
福
祉
課
に
こ
ど

も
家
庭
班
が
設
置
さ
れ
、
新
た
に

保
健
師
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。
保

健
師
が
、
３
つ
の
課
に
配
置
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
福
祉
課
は
母
子

保
健
、
健
康
増
進
課
は
成
人
保
健
、

介
護
保
険
課
は
高
齢
保
健
を
担
当

し
、
各
課
が
連
携
し
な
が
ら
、
皆

さ
ん
が
健
や
か
に
過
ご
せ
る
よ
う

妊
娠
期
か
ら
高
齢
期
ま
で
の
生
涯

を
通
じ
た
健
康
と
生
活
の
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
い
き
ま
す
。

保
健
師
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

皆
さ
ん
の
中
に
は
、「
保
健
師
っ

て
ど
ん
な
人
？
」
と
思
わ
れ
て
い

る
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

看
護
師
は
、
す
で
に
病
気
や
け

が
を
し
て
し
ま
っ
た
人
に
治
癒
や

社
会
復
帰
に
向
け
て
手
助
け
す
る

等
、「
治
療
」
を
中
心
と
し
た
役
割

を
担
う
の
に
対
し
て
、
保
健
師
は
、

病
気
や
け
が
を
し
な
い
よ
う
、
ま

た
今
よ
り
悪
化
し
な
い
よ
う
、
予

防
の
知
識
や
予
防
策
等
を
提
供
す

る
役
割
を
担
い
、「
予
防
」
を
中
心

と
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
町
の
保
健
師
は
、
地
域

に
出
向
き
、健
康
相
談
、健
康
教
室
、

家
庭
訪
問
等
を
行
い
、
一
人
一
人

に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
皆
さ
ん
の

健
康
づ
く
り
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

い
つ
で
も
お
気
軽
に
保
健
師
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

健
康
増
進
課 

健
康
づ
く
り
班

　

保
健
師　

地
田　

幸
代

　

☎
０
８
２
０
（
73
）
５
５
０
４

皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
応
援
し
て
い
ま
す
！

しっちょる？やっちょる？健康づくり！
～「ちょび塩」でおいしく運動・活動で元気に！ ～　№ 145

　皆さんは「尿ナトカリ比」をご存じですか？「ナト」
はナトリウム、「カリ」はカリウムという栄養素を示し
ています。「尿ナトカリ比」は、尿中に含まれるナトリ
ウムとカリウムの比で、血圧値と強く関連しています。

　ナトリウム（食塩）のとりすぎや、カリウムが不足
した食生活が続くと、尿ナトカリ比は高くなり、血圧
の上昇や、将来脳卒中や心臓病を引き起こしやすくな
ります。そのため、ちょび塩とあわせて、野菜や果物、
海藻、豆類などに多く含まれるカリウムをバランスよ
くとることが大事で、高血圧や循環器疾患予防に有効
といわれています。（参考：日本高血圧学会）
　健康づくり班で実施している “ちょび塩健診” では、
推定一日食塩摂取量だけではなく「尿ナトカリ比」も
調べることができます。日頃の食生活を見直すきっか
けになりますので、ぜひご活用ください。

対象者　20 歳以上の人（健診料：200 円）
申し込み・実施方法
①健康づくり班に電話で申し込む。②各総合支所・出
張所、日良居庁舎で健診料を支払い、容器を受けとる。
③ちょび塩健診日に、自宅で早朝尿を採り、提出場所
に持参する。（結果は２週間以内に郵送）

令和７年度　ちょび塩健診日
４月 30 日㈬ ５月 28 日㈬ ６月 25 日㈬
７月 23 日㈬ ８月 27 日㈬ ９月 24 日㈬
10 月 29 日㈬ 11 月 26 日㈬ 12 月 24 日㈬
１月 28 日㈬ ２月 25 日㈬ ３月 25 日㈬

・提出時間　８：30 ～ 11：00
・提出場所　 各総合支所・出張所、日良居庁舎（申し込み

の際に、健診日と提出場所を確認します）

　ちょび塩健診は、回数制限は特に設けていません。
健診後に食生活を見直し、もう一度チャレンジしてみ
るのもお勧めです。

ちょび塩健診で「尿ナトカリ比」を調べることができます

問健康増進課 健康づくり班　☎ 0820-73-5504

尿ナトカリ比＝ナトリウム／カリウム

ちょび塩健診
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周防大島町が運営する住民参加型のローカルテレビ。
毎週火曜に番組の更新を行い、６時～ 24 時まで繰り
返し放送！放送した番組のＤＶＤは図書館で貸し出
しを行っています。一部の番組はユーチューブで視
聴もできます。

周防大島チャンネルはケーブルテレビアイ・キャ
ンに加入することでご覧になれます。ケーブルテ
レビ新規加入促進補助金も適用されます。詳しく
はアイ・キャン（☎ 0120-189234、携帯電話の
方は☎ 0827-22-5678）にお問い合わせください。

の
４月２２日

５月１９日

放送内容については予告なく変更することがあります／詳しくはケーブルテレビの電子番組表をご確認ください

～

５月１３日～１９日
周防大島高校吹奏楽部 第 15 回定期演奏会

地域福祉のためのチャリティーコンサートとして毎年開かれる、周防大島高校
吹奏楽部の定期演奏会です。現役部員に加え、教職員やＯＢ、アロハ・フラ島高、
周防大島中学校総合文化部、柳井吹奏貘団の皆さんによるステージです。

４月２２日～２８日

ちょび塩 Cooking 2025 春　
～ちょびっとの塩分で美味しく食べて元気に！～

今回は春野菜をたっぷり使ったちょび塩レシピをご紹介。今回使用する野菜は
200 ｇ以上！１日に摂りたい野菜の量の２分の１以上を摂ることができます。

民泊のススメ第 77 回
徳島県「そらの郷」民泊視察研修／後編～にし阿波・ありのままの自然体験～

11 月に実施した「そらの郷」での民泊視察研修に密着！！後編では、地域資
源を活かした体験が充実の《安藤さん宅》での民泊の様子をお届けします。

５月６日～１２日
島景色～周防大島の景色を巡る～
第 45 回「前島」

今回は有人島のひとつ『前島』を巡ります。巨
岩が御神体の黄幡神社などを紹介します。

アイ・キャン
ニュースダイジェスト

４月に放送した周防大島町
のニュースを一挙放送。

４月２９日～５月５日

周防大島たいこドンドコフェスティバル

「地元に和太鼓の音色を届けたい」と、周防大島町を拠点に活動を行う和太鼓
集団「源～ origin ～」が主催した和太鼓フェスティバルです。「源～ origin ～」
に加え「久賀引山太鼓」「けさび太鼓」の 3団体が勇壮な演奏を披露しました。

大島郡俳句協会番組

俳句ポストつとむ君【第四十三回】

島内各所の「俳句ポスト」に投句された俳句を紹介。今回は令和 6年 10 月～
12 月に投句された俳句です。優秀な俳句は解説付きで紹介します。
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人のうごき（３月１日現在）※増減は前月比

人口 13,466 人 （-29）
男 6,299 人 （-11）
女 7,167 人 （-18）
世帯 7,951 戸 （-30）

休日在宅当番医　9：00 ～ 17：00
日にち 医療機関 連絡先

4 月 27 日㈰ おげんきクリニック ☎ 74-2490
4 月 29 日㈫㈷ 川口医院 ☎ 78-0306
5 月     3 日㈯㈷ 安本医院 ☎ 73-0822
5 月     4 日㈰㈷ しまかぜ在宅支援診療所 ☎ 78-2533
5 月     5 日㈪㈷ 山中医科歯科クリニック ☎ 72-0152
5 月     6 日㈫㈷ おげんきクリニック ☎ 74-2490
5 月 11 日㈰ 正木内科医院 ☎ 77-0021
5 月 18 日㈰ 野村医院 ☎ 76-0017

通年
大島病院 ☎ 74-2580
東和病院 ☎ 78-0310

増：出生　  4 人
　　転入　31 人

減：死亡　34 人
　　転出　30 人

５月の柳井健康福祉センター定例保健事業
相談内容 実施日 時間

骨髄ドナー登録

5月 20 日㈫

 ９：00 ～ 10：00

Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査 10：00 ～ 10：30

風しん抗体検査 10：30 ～ 11：00

ＨＩＶ抗体検査 13：30 ～ 15：30

　※無料、要予約（前日までに電話予約）
　問い合わせ　柳井健康福祉センター　☎ 0820-22-3631

和田出張所の閉鎖について
　周防大島町役場和田出張所は、令和７年３月 31
日をもって閉鎖となりました。
　和田出張所の事務については、一部（印鑑登録等）
を除き、和田郵便局で取り扱っています。
　詳しくは、お問い合わせください。
問い合わせ　東和総合支所　☎ 0820-78-1110

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。
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　ペットボトルには、通常「ペットボト
ルの識別表示マーク」がついているよ。
周防大島町では、このマークがついた飲

物や醤油などのボトルを「ペットボトル」に分別
しているよ。といっても、そのまま出したらダメ
だよ。キャップをとって、ラベルをはがして、水
洗いしてね。キャップとラベルは「容器包装プラ
スチック（容プラ）」に分別してね。
　「ペットボトル」には、リサイクルのきまりが
あって、塗料やテープなどがついていたり、切ら
れていたりするとリサイクルに回せなくなるよ。
だから、本体に油性インクで字を書いたりしない
でね。それから、本体に貼られたテープやシール

は必ずはがしてね。切ったりして加工したもの（例
えば学校の工作に使ったもの）は、「その他プラ
スチック（他プラ）」に分別してね。
　「空カン」はつぶさないで出すことになってい
るけど、「ペットボトル」はつぶしてもかまわな
いよ。
　町指定の「ペットボトル収集
袋」（赤色ネット袋）に入れて出
してね。この袋は繰り返し使え
るから、必ず名前を書いて、大
切に使ってね。
問生活衛生課 生活衛生班
　☎ 0820-79-1012

みかんちゃんのごみの出し方講座　～ ペットボトル ～

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。


